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まつのやま（12）

■9月・がん征圧月間

『おかしいな』と思ったら検診を

“検診を受けて安心がん年齢”

　
が
ん
が
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
五
年

が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
だ
け

を
見
れ
ば
、
が
ん
ほ
ど
恐
ろ
し
い

病
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
適
切
な
予
防
と
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
れ
ば
、

が
ん
を
征
圧
す
る
こ
と
も
不
可
能

で
は
な
い
の
で
す
。

　
特
に
発
が
ん
の
原
因
は
、
大
部

分
が
生
活
環
境
に
よ
る
も
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
偏
食
を
し
な

い
、
喫
煙
を
少
く
な
く
す
る
、
と

い
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
を
心
が

け
、
が
ん
を
寄
せ
つ
け
な
い
強
い

体
を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
あ
な
た
の

命
と
家
庭
の
幸
せ
を
守
り
ま
す
。

電
気
火
災
に
ご
注
意

　
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
電

気
関
係
が
原
因
と
思
わ
れ
る
火
災

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消

防
署
で
は
次
の
こ
と
を
よ
く
守
り
、

電
気
を
正
し
く
使
い
、
電
気
か
ら

の
火
災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

▽
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
や
ソ
ケ
ッ

　
ト
か
ら
何
本
も
枝
分
け
し
て
使

　
用
し
な
い
．

▽
使
用
後
は
必
ず
ス
イ
ッ
チ
を
切

　
り
　
コ
ン
セ
ン
ト
カ
ら
コ
ー
ド

　
を
ぬ
い
て
お
く
。

▽
器
具
本
来
の
使
用
目
的
以
外
の

　
使
い
方
を
し
な
い
。

▽
漏
電
し
て
い
な
い
か
、
と
き
ど

　
き
確
か
め
る
。
　
（
全
部
の
電
気

　
の
使
用
を
と
め
～
メ
ー
タ
ー
を

　
み
る
。
動
い
て
い
れ
ば
漏
電
カ

所
あ
り
）
』

国勢調査にご協力を

　
来
る
十
月
一
目
に
は
、
国
勢
調

査
が
全
国
で
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ

ま
す
。
国
勢
調
査
は
大
正
几
年
に

第
一
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
以

来
、
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回

は
、
十
四
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
全
国
で
約

一
億
二
千
百
万
人
、
約
三
r
八
百

万
世
帯
が
対
象
と
な
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
調
査
票
は
、
統
計

を
作
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

調
査
員
を
は
じ
め
調
査
関
係
者
は
、

統
計
法
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
調

査
票
の
内
容
を
他
に
も
ら
す
こ
と

を
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ

り
の
ま
ま
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

九
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

　
労
働
省
で
は
、
毎
年
九
月
を
「
障

害
者
雇
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、

障
害
者
の
雇
用
促
進
に
つ
と
め
て

い
る
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
す
べ
て
の
企
業
は
、
従
業
員
の

　
一
・
五
欝
の
障
害
者
を
雇
用
す

　
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

　
ま
す
．

▽
雇
用
促
進
の
た
め
、
各
種
援
護

　
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
職
業
安
定
所
で
は
、
障

　
害
者
が
安
定
し
た
職
業
に
就
職

　
出
来
る
よ
う
、
特
別
の
援
助
相

　
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
お
間
い
合
せ
は
、
上
越
南
公
共

　
職
業
安
定
所
（
實
〇
二
五
五
ー

≡
二
ー
六
ご
二
）
へ
．

入
札
結
果

▽
建
第
二
十
五
号
　
道
路
改
良

　
松
之
山
小
学
校
線
（
松
之
山
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
四
三
〇
万
円

▽
建
第
二
十
八
号
　
舗
装
新
設

　
地
付
線
（
黒
倉
）

　
福
田
道
路
　
　
　
六
六
〇
万
円

▽
振
第
十
一
号
　
森
林
総
合
利
用

　
休
養
施
設
の
取
付
道
路
（
大
厳

孝
高
原
）

　
福
田
道
路
　
　
　
二
七
〇
万
円

▽
産
第
二
卜
二
号
・
上
川
手
集
落

　
拠
点
施
設
新
築
（
上
川
手
）

　
カ
ン
エ
ツ
興
業

　
　
　
　
　
　
二
、
　
コ
ニ
○
万
円

▽
産
第
二
十
三
号
　
上
湯
地
区
集

静
開
発
セ
ン
タ
薪
築
（
上
湯
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

▽
振
第
卜
二
号
　
特
用
林
産

　
作
業
道
（
天
水
越
）
三
五
四
麿

　
大
海
組
　
　
　
　
三
五
〇
万
円

　
　
　
　
　
東
北
電
力

　
十
月
三
日
（
木
）

○
午
後
一
時
半
～
四
時
半
。

○
黒
合
∵
藤
原
・
月
池
。

1

9

愚

1

■

㌦
‘卿

』
魏

き

蟷

．
獣
戴
無

、
ノ

ゆ　のヨは　ヨの　　デ　コ

大事な目・・大切に

、
覧
　
、

覧

曳
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復旧計画のある畦畔は181Km
　　　　10月27日（目）
ろってお出かけください！
業の苦労をねぎらい合おう〃
そ
農
族家

瑠瀞噛
2
6
、・　h
修一》

・縛
　
今
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
日
照

り
で
水
田
の
干
ば
つ
が
広
が
っ
た

が
、
町
産
業
課
の
調
査
に
よ
る
と

全
耕
地
の
約
三
〇
弩
（
一
七
九
鴛
）

を
復
旧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

が
わ
か
っ
た
。
畦
畔
延
長
に
し
て

一
八
一
キ
ロ
に
達
し
て
い
る
。

　
復
旧
計
画
の
多
い
地
区
は
藤
倉

の
六
九
・
一
警
。
大
荒
戸
の
六
二
・

五
音
。
坪
野
の
六
皿
・
二
新
。
黒

倉
の
六
〇
・
三
暫
。
下
蝦
池
の
五

八
・
六
資
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
九
月
二
十
四
・
二
十
五
日
の
二

日
間
、
松
之
山
で
国
の
干
ば
つ
査

定
が
行
わ
れ
、
十
一
団
地
で
畦
畔

廷
長
七
二
二
七
四
“
、
査
定
額
は

約
一
千
万
円
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
十
月
に
は
四
団
地
で
六
・

三
二
〇
“
を
査
定
申
請
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
国
の
災
害
復
相
を
受
け
て
も
、

復
旧
工
事
費
の
半
分
は
個
人
負
担

と
な
る
こ
と
か
ら
、
被
害
農
家
で

は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
、
国
の
災
害
復
旧
か
ら

も
れ
た
地
区
に
つ
い
て
は
県
単
事

業
や
町
単
事
業
で
救
済
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

天水田に入った大きな亀裂

高
齢
者
特
産
品
展
示
が
登
場

　
一
年
間
の
農
業
生
産
と
文
化
活

動
の
成
果
を
展
示
、
発
表
し
合
う

町
農
業
祭
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ

る
。
通
算
四
回
目
。
農
業
一
文
化

い
ず
れ
の
部
門
も
年
々
、
盛
大
に

な
り
つ
つ
あ
る
農
業
祭
だ
。

　
春
季
異
常
豪
雪
に
夏
季
干
害
の

追
い
打
ち
。
加
え
て
収
穫
の
秋
の

雨
続
き
。
農
業
生
産
は
、
大
き
な

打
撃
の
年
だ
っ
た
。
農
家
の
精
神

的
肉
体
的
労
苦
は
計
り
知
れ
な
い

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ

だ
け
に
、
今
年
の
農
業
祭
こ
そ
、

お
互
い
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
合
い
、

来
年
へ
の
鋭
気
を
養
う
好
機
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
大
方
の
期
待
は
、
か

か
る
点
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。

　
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
協

力
を
得
て
つ
く
ら
れ
る
コ
シ
ヒ
カ

リ
お
に
ぎ
り
、
手
打
そ
ば
は
、
今

回
も
人
気
の
的
に
な
り
そ
う
。

　
伝
え
て
い
き
た
い
わ
が
家
の
味

と
香
り
展
示
会
。
今
回
は
新
た
に

一
般
参
観
者
か
ら
”
人
気
投
票
”

を
し
て
も
ら
お
う
、
と
企
画
中
。

松
之
山
町
の
風
土
と
住
民
の
生
活

の
知
恵
か
ら
生
ま
れ
た
伝
統
食
品

か
ら
、
特
産
物
と
し
て
育
成
で
き

る
物
を
選
び
出
そ
う
と
い
う
願
い

が
、
そ
こ
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
「
高
齢
者
特
産
品
展

示
」
が
初
登
場
す
る
。

　
豪
嘗
と
干
害
に
も
め
げ
ず
好
成

績
が
期
待
さ
れ
る
。
第
二
回
良
質

▽
水
田
干
害
復
旧
計
画
（
九
月
十

二
日
現
在
）

o
重
機
で
復
旧
計
画
の
あ
る
も
の
。

・
畦
畔
延
長
　
八
一
、
八
四
七
麿

　
水
田
而
積
　
　
λ
、
七
〇
五
、
塀
－

o
人
力
で
復
田
計
画
の
あ
る
も
の
。

畦
畔
延
長
九
九
、

水
田
面
積
　
　
几
、

○
合
計

　
畦
畔
延
長
一
八
一
、

水
田
而
積
　
一
七
、

三五
四三
ノ’　　1■

　1　〆し1

九〇
三〇
九〇
ルア　　1／

1　ル

▽
第
一
次
査
定
（
決
定
）

団
地
数
＋
一
団
地

O
人
力
復
旧
　
　
一
、
九
八
七
癖

○
機
械
復
旧
　
　
五
、
三
六
〇
μ

○
合
計
　

七
、
三
四
七
后

o
査
定
額
　
　
　
一
、
〇
四
四
万
円

▽
第
二
次
査
定
（
申
請
予
定
）

団
地
数
四
団
地
．

○
人
力
復
旧
　
　
　
　
八
二
二
好

○
機
械
復
旧
　
　
五
、
四
九
八
塀

○
合
計
　

六
、
三
二
〇
厨

米
安
定
多
収
穫
共
励
会
の
出
品
展

示
と
入
賞
者
の
表
彰
式
も
、
来
場

者
注
視
の
下
で
行
わ
れ
る
。

　
近
年
、
農
民
の
健
康
管
理
が
重

要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
新
し
く

「
農
薬
の
安
全
使
用
展
示
」
が
加

わ
る
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
「
食
推

コ
！
ナ
ー
」
も
、
人
気
を
呼
ぼ
う
。

　
子
供
た
ち
を
喜
ば
せ
よ
う
と
、

ポ
ン
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス
、
も
ち
つ

き
大
会
は
、
例
年
通
り
。

　
農
機
具
の
展
示
即
売
は
、
町
整

備
業
組
合
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
開

か
れ
る
。

　
農
業
祭
に
彩
り
を
添
え
て
き
た

錦
鯉
品
評
会
は
、
今
年
は
県
品
評

会
の
予
選
を
兼
ね
て
前
日
（
二

六
日
）
開
催
に
変
わ
る
。

　
芸
能
祭
・
美
術
作
品
展
は
、
町

の
文
化
水
準
の
高
さ
を
、
い
や
が

上
に
も
誇
示
し
よ
う
。

　
民
謡
・
踊
り
・
詩
吟
な
ど
が
、

干害の調査をする町職員

多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　
特
に
、
部
落
民
の
強
い
協
力
体

制
に
支
え
ら
れ
猛
練
習
を
重
ね
て

い
る
”
上
川
手
歌
舞
伎
”
が
、
芸

能
祭
の
呼
び
物
と
な
る
の
は
、
間

違
い
あ
る
ま
い
。
　
一
段
と
磨
き
の

か
か
っ
た
芸
を
持
っ
て
、
大
張
り

切
り
で
舞
台
を
踏
ん
で
欲
し
い
。

農
山
村
文
化
の
在
り
方
に
貴
軍
な

示
唆
を
与
え
ず
に
は
い
な
い
だ
ろ

う
古
典
軸
．
バ
能
だ
か
ら
だ
。

　
こ
の
ほ
か
芸
能
祭
に
は
、
　
「
明

日
の
町
を
考
え
る
」
論
文
等
の
入

賞
者
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
る
。

　
行
事
日
程
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
全
戸
に
配
付
さ
れ
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
の
う
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

農
業
祭
の

　
　
　
　
　
行
事

▼
芸
能
祭

　
十
月
二
十
七
日
㈹

▼
美
術
作
品
展

　
十
月
二
十
六
日
ω

　
十
月
二
十
七
日
㈹

　
十
月
二
十
八
日
㈲

▼
錦
鯉
品
評
会
及
び
表
彰
式

　
十
月
二
十
六
日
ω

▼
農
業
祭

　
十
月
二
十
七
日
m

①
野
菜
・
牛
肉
即
売
会

②
わ
が
家
の
味
と
香
り
展
示
会

③
農
機
具
展
示
即
売
会

④
も
ち
つ
き
大
会

⑤
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
手
打
そ
ば
試
食

⑥
ポ
ン
菓
子

⑦
良
質
米
多
収
穫
共
励
会
入
賞
者

　
表
彰
式
及
び
出
品
展
示
会

⑧
食
推
展
示
会

⑨
「
明
日
の
松
之
山
町
を
考
え
る
」

　
論
文
・
絵
画
等
の
入
賞
者
表
彰

⑩
農
業
祭
鏡
割
り

新潟県最低賃金
10月4日から
●

　　1日3，367円

（衛・、翔欝聖響・〉
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が
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に
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一
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一
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に
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。
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。
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月
二
十
四
・
二
十
五
日
の
二

日
間
、
松
之
山
で
国
の
干
ば
つ
査

定
が
行
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れ
、
十
一
団
地
で
畦
畔

廷
長
七
二
二
七
四
“
、
査
定
額
は

約
一
千
万
円
と
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っ
た
。

　
ま
た
、
十
月
に
は
四
団
地
で
六
・

三
二
〇
“
を
査
定
申
請
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
国
の
災
害
復
相
を
受
け
て
も
、

復
旧
工
事
費
の
半
分
は
個
人
負
担

と
な
る
こ
と
か
ら
、
被
害
農
家
で

は
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
、
国
の
災
害
復
旧
か
ら

も
れ
た
地
区
に
つ
い
て
は
県
単
事

業
や
町
単
事
業
で
救
済
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

天水田に入った大きな亀裂

高
齢
者
特
産
品
展
示
が
登
場

　
一
年
間
の
農
業
生
産
と
文
化
活

動
の
成
果
を
展
示
、
発
表
し
合
う

町
農
業
祭
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ

る
。
通
算
四
回
目
。
農
業
一
文
化

い
ず
れ
の
部
門
も
年
々
、
盛
大
に

な
り
つ
つ
あ
る
農
業
祭
だ
。

　
春
季
異
常
豪
雪
に
夏
季
干
害
の

追
い
打
ち
。
加
え
て
収
穫
の
秋
の

雨
続
き
。
農
業
生
産
は
、
大
き
な

打
撃
の
年
だ
っ
た
。
農
家
の
精
神

的
肉
体
的
労
苦
は
計
り
知
れ
な
い

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ

だ
け
に
、
今
年
の
農
業
祭
こ
そ
、

お
互
い
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
合
い
、

来
年
へ
の
鋭
気
を
養
う
好
機
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
大
方
の
期
待
は
、
か

か
る
点
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。

　
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
協

力
を
得
て
つ
く
ら
れ
る
コ
シ
ヒ
カ

リ
お
に
ぎ
り
、
手
打
そ
ば
は
、
今

回
も
人
気
の
的
に
な
り
そ
う
。

　
伝
え
て
い
き
た
い
わ
が
家
の
味

と
香
り
展
示
会
。
今
回
は
新
た
に

一
般
参
観
者
か
ら
”
人
気
投
票
”

を
し
て
も
ら
お
う
、
と
企
画
中
。

松
之
山
町
の
風
土
と
住
民
の
生
活

の
知
恵
か
ら
生
ま
れ
た
伝
統
食
品

か
ら
、
特
産
物
と
し
て
育
成
で
き

る
物
を
選
び
出
そ
う
と
い
う
願
い

が
、
そ
こ
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
「
高
齢
者
特
産
品
展

示
」
が
初
登
場
す
る
。

　
豪
嘗
と
干
害
に
も
め
げ
ず
好
成

績
が
期
待
さ
れ
る
。
第
二
回
良
質

▽
水
田
干
害
復
旧
計
画
（
九
月
十

二
日
現
在
）

o
重
機
で
復
旧
計
画
の
あ
る
も
の
。

・
畦
畔
延
長
　
八
一
、
八
四
七
麿

　
水
田
而
積
　
　
λ
、
七
〇
五
、
塀
－

o
人
力
で
復
田
計
画
の
あ
る
も
の
。

畦
畔
延
長
九
九
、

水
田
面
積
　
　
几
、

○
合
計

　
畦
畔
延
長
一
八
一
、

水
田
而
積
　
一
七
、

三五
四三
ノ’　　1■

　1　〆し1

九〇
三〇
九〇
ルア　　1／

1　ル

▽
第
一
次
査
定
（
決
定
）

団
地
数
＋
一
団
地

O
人
力
復
旧
　
　
一
、
九
八
七
癖

○
機
械
復
旧
　
　
五
、
三
六
〇
μ

○
合
計
　

七
、
三
四
七
后

o
査
定
額
　
　
　
一
、
〇
四
四
万
円

▽
第
二
次
査
定
（
申
請
予
定
）

団
地
数
四
団
地
．

○
人
力
復
旧
　
　
　
　
八
二
二
好

○
機
械
復
旧
　
　
五
、
四
九
八
塀

○
合
計
　

六
、
三
二
〇
厨

米
安
定
多
収
穫
共
励
会
の
出
品
展

示
と
入
賞
者
の
表
彰
式
も
、
来
場

者
注
視
の
下
で
行
わ
れ
る
。

　
近
年
、
農
民
の
健
康
管
理
が
重

要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
新
し
く

「
農
薬
の
安
全
使
用
展
示
」
が
加

わ
る
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
「
食
推

コ
！
ナ
ー
」
も
、
人
気
を
呼
ぼ
う
。

　
子
供
た
ち
を
喜
ば
せ
よ
う
と
、

ポ
ン
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス
、
も
ち
つ

き
大
会
は
、
例
年
通
り
。

　
農
機
具
の
展
示
即
売
は
、
町
整

備
業
組
合
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
開

か
れ
る
。

　
農
業
祭
に
彩
り
を
添
え
て
き
た

錦
鯉
品
評
会
は
、
今
年
は
県
品
評

会
の
予
選
を
兼
ね
て
前
日
（
二

六
日
）
開
催
に
変
わ
る
。

　
芸
能
祭
・
美
術
作
品
展
は
、
町

の
文
化
水
準
の
高
さ
を
、
い
や
が

上
に
も
誇
示
し
よ
う
。

　
民
謡
・
踊
り
・
詩
吟
な
ど
が
、

干害の調査をする町職員

多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　
特
に
、
部
落
民
の
強
い
協
力
体

制
に
支
え
ら
れ
猛
練
習
を
重
ね
て

い
る
”
上
川
手
歌
舞
伎
”
が
、
芸

能
祭
の
呼
び
物
と
な
る
の
は
、
間

違
い
あ
る
ま
い
。
　
一
段
と
磨
き
の

か
か
っ
た
芸
を
持
っ
て
、
大
張
り

切
り
で
舞
台
を
踏
ん
で
欲
し
い
。

農
山
村
文
化
の
在
り
方
に
貴
軍
な

示
唆
を
与
え
ず
に
は
い
な
い
だ
ろ

う
古
典
軸
．
バ
能
だ
か
ら
だ
。

　
こ
の
ほ
か
芸
能
祭
に
は
、
　
「
明

日
の
町
を
考
え
る
」
論
文
等
の
入

賞
者
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
る
。

　
行
事
日
程
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
全
戸
に
配
付
さ
れ
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
の
う
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

農
業
祭
の

　
　
　
　
　
行
事

▼
芸
能
祭

　
十
月
二
十
七
日
㈹

▼
美
術
作
品
展

　
十
月
二
十
六
日
ω

　
十
月
二
十
七
日
㈹

　
十
月
二
十
八
日
㈲

▼
錦
鯉
品
評
会
及
び
表
彰
式

　
十
月
二
十
六
日
ω

▼
農
業
祭

　
十
月
二
十
七
日
m

①
野
菜
・
牛
肉
即
売
会

②
わ
が
家
の
味
と
香
り
展
示
会

③
農
機
具
展
示
即
売
会

④
も
ち
つ
き
大
会

⑤
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
手
打
そ
ば
試
食

⑥
ポ
ン
菓
子

⑦
良
質
米
多
収
穫
共
励
会
入
賞
者

　
表
彰
式
及
び
出
品
展
示
会

⑧
食
推
展
示
会

⑨
「
明
日
の
松
之
山
町
を
考
え
る
」

　
論
文
・
絵
画
等
の
入
賞
者
表
彰

⑩
農
業
祭
鏡
割
り

新潟県最低賃金
10月4日から
●

　　1日3，367円

（衛・、翔欝聖響・〉
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一般会計補正予算

5，361万4千円追加

　
九
月
議
会
定
例
会
（
昭
和
六
卜

年
第
。
瓦
回
）
が
二
卜
五
H
、
二
卜

六
日
の
二
H
間
開
か
れ
た
。

　
．
†
算
関
係
で
は
、
昭
和
灯
．
十
九

年
度
町
四
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ

た
。
国
保
の
直
診
松
之
山
診
療
所

勘
定
特
別
会
計
で
は
、
一
般
会
計

か
ら
六
五
〇
万
円
の
繰
入
を
し
て

い
る
が
決
算
で
は
歳
入
が
二
億
O
、

五
九
五
万
六
、
一
三
二
円
、
歳
出

が
二
億
○
、
六
八
六
万
二
、
一
二
皿

一
円
で
差
引
九
〇
万
．
五
、
瓦
ん
O

円
の
赤
字
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
六
十
年
度
予
算
で
は
一

般
会
計
、
国
保
会
計
、
簡
水
特
別

会
計
の
補
正
が
行
わ
れ
た
。

　
水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
事
業

で
実
施
の
上
川
手
集
落
拠
点
施
設

の
条
例
が
制
定
さ
れ
、
松
里
小
学

校
教
員
住
宅
の
新
築
や
上
湯
集
落

開
発
セ
ン
タ
ー
の
新
築
に
よ
る
条

例
の
改
正
な
ど
、
七
条
例
の
一
部

改
正
が
行
わ
れ
た
。

　
町
議
会
常
任
委
員
会
の
編
成
替

が
行
わ
れ
た
が
、
総
民
委
員
会
で

は
変
更
が
な
く
、
建
設
と
産
経
委

員
会
で
各
一
名
の
異
動
と
な
り
、

各
委
員
長
と
も
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ

れ
た
．

　
町
教
育
委
員
会
委
員
の
高
波
仁

一
郎
さ
ん
と
、
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
石
塚
清
丸
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
た
。

　
一
般
質
問
は
竹
内
平
八
郎
、
田

辺
尚
二
、
高
橋
英
一
の
三
議
員
が

十
ば
つ
問
題
な
ど
に
つ
い
て
町
．
長

の
考
え
を
た
だ
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
の
国
保
財
政
の

危
機
打
開
に
関
す
る
意
見
書
と
町

職
員
組
合
か
ら
陳
情
の
あ
っ
た
国

家
公
務
員
給
与
引
上
げ
の
人
事
院

勧
告
完
全
実
施
を
求
め
る
意
見
書

を
政
府
な
ど
に
提
出
す
る
事
に
ね

っ
た
。

補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
主
な
使
い
み
ち

総
務
費

○
職
員
共
済
組
合
負
担
金
・
追
加

　
費
用
等
増
　
　
　
三
二
六
万
円

○
自
動
車
更
新
　
　
一
．
二
Q
万
円

○
家
屋
解
体
工
事
（
旧
東
北
電
力

　
社
宅
）
　
　
　
　
　
四
〇
万
円

○
屋
根
修
理
（
新
山
の
旧
東
北
電

　
力
社
宅
）
　
　
　
　
二
九
万
円

民
生
費

o
松
之
山
保
育
所
浄
化
槽
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
万
円

○
結
核
検
診
・
精
密
検
査
委
託
料

増
　
　
　
　
　
八
六
万
円

○
妊
産
婦
乳
児
医
療
費
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

農
林
水
産
業
費

○
農
林
水
産
物
直
売
施
設
改
修
材

　
料
代
（
希
望
館
）
　
二
九
万
円

○
林
構
松
里
特
用
林
産
生
産
組
合

　
補
助
金
　
　
　
　
｝
O
O
万
円

○
林
産
集
落
振
興
対
策
作
業
用
建

　
物
設
計
管
理
委
託
料
三
五
万
円

○
林
構
花
木
植
栽
委
託
料
（
大
厳

　
寺
高
原
）
　
　
　
　
二
〇
万
円

○
土
地
改
良
臨
時
賃
金
二
七
万
円

○
集
会
施
設
の
設
計
委
託
料
と
電

　
気
設
備
工
事
増
（
新
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
万
円

商
工
費

o
新
聞
等
広
告
料
増
　
一
〇
万
円

○
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
購
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

O
ス
キ
ー
リ
フ
ト
．
工
事

　
　
　
　
　
　
一
、
三
三
六
万
円

土
木
費

○
道
路
維
持
費
（
東
川
藤
倉
天
水

　
越
線
と
松
代
松
之
山
線
の
交
差

　
点
改
良
）
　
　
　
一
五
二
万
円

○
地
付
線
他
の
改
良
工
事
増

　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
八
万
円

○
県
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入

　
（
払
い
下
げ
車
）
　
三
五
万
円

○
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
（
中

　
立
山
地
域
）
　
　
　
五
八
万
円

消
防
費

○
非
常
備
消
防
費
（
無
線
免
許
申

　
請
・
消
火
実
験
経
費
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
万
円

○
消
防
施
設
費
（
消
火
栓
修
繕
・

　
消
火
栓
二
基
）
　
　
三
五
万
円

教
育
費

○
事
務
局
臨
時
賃
金
増
二
〇
万
円

o
教
員
住
宅
新
築
の
水
道
引
込
．

　
工
事
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

o
松
歴
小
漏
水
防
止
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

○
松
之
山
小
敷
地
整
備
（
測
量
・

　
登
記
委
託
料
。
残
土
処
理
・
立

　
木
補
償
料
増
）
　
　
七
四
万
円

○
中
学
校
の
給
食
従
事
員
退
職
報

　
償
金
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

○
中
学
校
寄
宿
舎
冬
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
宍
万
円

○
民
俗
資
料
館
運
営
費
（
展
示
場

　
修
繕
・
水
道
修
理
・
電
気
修
理

　
等
）
　
　
　
　
　
　
一
五
万
円

災
害
復
旧
費

○
農
道
災
害
復
旧
（
曽
根
線
）

　
　
　
　
　
　
二
、
、
五
〇
〇
万
円

（5）まつのやま

簡
水
の
補
正

　
　
　
　
五
七
二
万
円
追
加

▽
昭
和
六
十
年
度
｝
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
三
回
）

〇
五
、
三
六
｝
万
四
千
円
追
加
し

　
総
額
二
四
億
四
、
二
七
一
万
三

　
千
円
と
す
る
．

▽
昭
和
六
十
年
度
国
保
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
回
）

○
総
額
の
二
億
九
、
三
二
二
万
円

　
に
は
変
更
な
い
（
過
年
度
保
険

　
還
付
金
、
退
職
者
医
療
交
付
金

　

返
還
金
の
計
一
七
二
万
円
を
予

　
備
費
で
支
出
）

▽
昭
和
六
十
年
度
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
五
七
二
万
一
干
円
追
加
し
総
額

　
六
、
四
〇
一
万
二
千
円
と
す
る
。

　
（
管
理
費
舗
水
道
修
理
・
補
償

　
工
事
の
増
）

五
十
九
年
の
四
会
計

決
算
を
認
定

▽
昭
和
五
十
九
年
度
四
会
計
決

　
算
の
認
定
．

〇
一
般
会
計
・
歳
入
二
四
億
九
、

　
〇
一
三
万
四
、
　
二
五
八
円
。
歳

　
出
二
四
億
三
、
七
八
四
万
六
、

　
四
四
五
円
．

σ
国
保
特
別
会
計
・
歳
入
三
億
一
、

　
二
三
五
万
九
、
三
五
八
円
。
歳

　
出
三
億
O
、
六
二
二
万
一
、
四

　
四
四
円
。

○
老
人
保
健
特
別
会
計
・
歳
入
二

億
五
、
〇
六
三
万
、
五
、
三
六
五
．

　
円
。
歳
出
二
億
四
、
五
〇
三
万

　
O
、
九
〇
五
円
。

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
・
歳
入
六
、

　
一
三
八
万
七
、
三
八
八
円
。
歳

　
出
五
、
八
三
〇
万
二
、
八
一
八

　
円
。上
川
手
集
落
拠
点

　
　
施
設
の
条
例
制
定

▽
上
川
手
集
落
拠
点
施
設
の
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制

定
．

○
松
之
山
町
が
水
田
利
用
再
編
対

　
策
推
進
事
業
で
実
施
す
る
集
落

　
拠
点
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

▽
町
立
教
員
住
宅
設
置
及
び
管
理

　
条
例
の
一
部
改
正
。
・

o
新
築
の
松
里
小
学
校
教
員
住
宅

　
（
松
里
荘
）
を
加
え
る
。

▽
町
集
落
開
発
施
設
等
の
設
置
及

　
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
］
部

改
正
。

○
新
築
の
上
湯
集
落
開
発
セ
ン
タ

　
ー
を
加
え
る
．

国
保
税
の
課
税
額

　
　
　
　
　
　
一
部
改
正

▽
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
↑

部
改
正
．

○
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
を

　
（
所
得
割
額
・
資
産
割
額
・
被

　
保
険
者
均
等
割
額
・
世
帯
別
平

　
等
割
額
等
）
改
正
。

▽
町
家
庭
奉
仕
員
派
遣
に
伴
う
費

　
用
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
。

○
利
用
者
負
担
額
（
｝
時
間
当
り
）

　
非
課
税
の
世
帯
は
無
料
、
九
、
六

　
〇
〇
円
以
下
は
二
〇
〇
円
、
三

　
万
二
、
四
〇
〇
円
以
下
は
三
．
五

　
〇
円
、
四
万
二
、
O
O
円
以
下

　
は
五
〇
〇
円
、
四
万
二
、
○
〇

　
一
円
以
上
は
六
、
五
〇
円
に
改
正
。

▽
町
過
疎
地
域
振
興
計
．
画
の
変
更
。

○
町
道
改
良
や
舗
装
、
社
会
教
育

　
施
設
（
集
会
施
設
）
な
ど
の
事

　
業
を
新
た
に
付
け
加
え
る
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に

　
つ
い
て
．

o
耕
地
災
害
復
旧
（
藤
倉
地
区
）
、
と

　
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業
（
持

　
田
地
区
用
水
〉
の
議
決
を
得
る
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変

　
更
。

○
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業

　
（
、
大
水
越
地
区
）
の
変
更
。

▽
土
地
改
良
に
よ
る
字
の
変
更
。

○
天
水
越
の
日
向
平
と
長
峰
。

▽
議
会
か
ら
町
農
業
委
貝
の
推
薦

○
佐
藤
利
幸
（
天
水
越
）

▽
町
教
育
委
員
の
任
命
。

○
高
波
仁
一
郎
（
松
口
）

▽
町
間
定
資
産
評
価
審
査
委
貝
。

O
石
塚
清
丸
（
浦
田
）

▽
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
指
名

　
及
び
同
正
副
委
員
．
長
の
選
任
。

○
総
務
民
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　
寸
　
　
　
　
　
「
“

委
員
長

副
禾
女
口
貝
．
長

佐柳村田邨相季

○
建
設
委
員
会

　
委
目
長
　
　
　
高

　
副
委
員
長
関

　
　
　
　
　
　
保

　
　
　
　
　
　
高

　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
　
　
　
才

O
h
産
轟
莱
経
済
天
女
口
貝
△
五

山辺山沢山沢山橋坂谷橋　藤
大靖里．尚正達1

治治志二堅．雄英

良一定武　平
　　　　　八
三夫安雄勲郎

委
員
．
長

副
委
員
長

田田小f左高樋竹
　　野
辺辺塚藤橋口内
一慎保　利英　真平
　　　　　　八
夫一一夫幸…一郎

▽
議
員
提
出
議
案

o
国
保
財
政
の
危
機
打
開
に
関
す

　
る
意
見
書
を
政
府
な
ど
関
係
機

　
関
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

○
赤
字
は
国
庫
負
担
金
を
も
っ
て

　
補
慣
す
る
こ
と
。

○
保
険
税
の
負
担
増
を
招
か
な
い

　
よ
う
現
行
の
国
庫
負
担
制
度
を

　
見
直
す
こ
と
な
ど
。

▽
国
家
公
務
員
給
与
引
上
げ
の
人

　
事
院
勧
告
完
全
実
施
を
求
め
る

　
意
見
書
の
採
択
に
関
す
る
陳
情
書
。

o
人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
給
与

　
を
五
・
七
四
育
引
き
上
げ
の
勧

　
告
を
行
っ
た
が
、
政
府
は
連
年

　
に
わ
た
り
人
勧
凍
結
・
抑
制
を

　
打
ち
だ
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
、

　
人
事
院
勧
告
を
速
や
か
に
完
全

　
実
施
さ
れ
る
よ
う
意
見
書
を
提

　
出
し
て
ほ
し
い
。

　
（
町
職
員
組
合
執
行
委
員
長
・

中
島
良
一
）



l
o
り
O
F
l

まつのやま（4）

一般会計補正予算

5，361万4千円追加

　
九
月
議
会
定
例
会
（
昭
和
六
卜

年
第
。
瓦
回
）
が
二
卜
五
H
、
二
卜

六
日
の
二
H
間
開
か
れ
た
。

　
．
†
算
関
係
で
は
、
昭
和
灯
．
十
九

年
度
町
四
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ

た
。
国
保
の
直
診
松
之
山
診
療
所

勘
定
特
別
会
計
で
は
、
一
般
会
計

か
ら
六
五
〇
万
円
の
繰
入
を
し
て

い
る
が
決
算
で
は
歳
入
が
二
億
O
、

五
九
五
万
六
、
一
三
二
円
、
歳
出

が
二
億
○
、
六
八
六
万
二
、
一
二
皿

一
円
で
差
引
九
〇
万
．
五
、
瓦
ん
O

円
の
赤
字
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
六
十
年
度
予
算
で
は
一

般
会
計
、
国
保
会
計
、
簡
水
特
別

会
計
の
補
正
が
行
わ
れ
た
。

　
水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
事
業

で
実
施
の
上
川
手
集
落
拠
点
施
設

の
条
例
が
制
定
さ
れ
、
松
里
小
学

校
教
員
住
宅
の
新
築
や
上
湯
集
落

開
発
セ
ン
タ
ー
の
新
築
に
よ
る
条

例
の
改
正
な
ど
、
七
条
例
の
一
部

改
正
が
行
わ
れ
た
。

　
町
議
会
常
任
委
員
会
の
編
成
替

が
行
わ
れ
た
が
、
総
民
委
員
会
で

は
変
更
が
な
く
、
建
設
と
産
経
委

員
会
で
各
一
名
の
異
動
と
な
り
、

各
委
員
長
と
も
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ

れ
た
．

　
町
教
育
委
員
会
委
員
の
高
波
仁

一
郎
さ
ん
と
、
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
石
塚
清
丸
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
た
。

　
一
般
質
問
は
竹
内
平
八
郎
、
田

辺
尚
二
、
高
橋
英
一
の
三
議
員
が

十
ば
つ
問
題
な
ど
に
つ
い
て
町
．
長

の
考
え
を
た
だ
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
の
国
保
財
政
の

危
機
打
開
に
関
す
る
意
見
書
と
町

職
員
組
合
か
ら
陳
情
の
あ
っ
た
国

家
公
務
員
給
与
引
上
げ
の
人
事
院

勧
告
完
全
実
施
を
求
め
る
意
見
書

を
政
府
な
ど
に
提
出
す
る
事
に
ね

っ
た
。

補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
主
な
使
い
み
ち

総
務
費

○
職
員
共
済
組
合
負
担
金
・
追
加

　
費
用
等
増
　
　
　
三
二
六
万
円

○
自
動
車
更
新
　
　
一
．
二
Q
万
円

○
家
屋
解
体
工
事
（
旧
東
北
電
力

　
社
宅
）
　
　
　
　
　
四
〇
万
円

○
屋
根
修
理
（
新
山
の
旧
東
北
電

　
力
社
宅
）
　
　
　
　
二
九
万
円

民
生
費

o
松
之
山
保
育
所
浄
化
槽
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
万
円

○
結
核
検
診
・
精
密
検
査
委
託
料

増
　
　
　
　
　
八
六
万
円

○
妊
産
婦
乳
児
医
療
費
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

農
林
水
産
業
費

○
農
林
水
産
物
直
売
施
設
改
修
材

　
料
代
（
希
望
館
）
　
二
九
万
円

○
林
構
松
里
特
用
林
産
生
産
組
合

　
補
助
金
　
　
　
　
｝
O
O
万
円

○
林
産
集
落
振
興
対
策
作
業
用
建

　
物
設
計
管
理
委
託
料
三
五
万
円

○
林
構
花
木
植
栽
委
託
料
（
大
厳

　
寺
高
原
）
　
　
　
　
二
〇
万
円

○
土
地
改
良
臨
時
賃
金
二
七
万
円

○
集
会
施
設
の
設
計
委
託
料
と
電

　
気
設
備
工
事
増
（
新
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
万
円

商
工
費

o
新
聞
等
広
告
料
増
　
一
〇
万
円

○
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
購
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

O
ス
キ
ー
リ
フ
ト
．
工
事

　
　
　
　
　
　
一
、
三
三
六
万
円

土
木
費

○
道
路
維
持
費
（
東
川
藤
倉
天
水

　
越
線
と
松
代
松
之
山
線
の
交
差

　
点
改
良
）
　
　
　
一
五
二
万
円

○
地
付
線
他
の
改
良
工
事
増

　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
八
万
円

○
県
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入

　
（
払
い
下
げ
車
）
　
三
五
万
円

○
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
（
中

　
立
山
地
域
）
　
　
　
五
八
万
円

消
防
費

○
非
常
備
消
防
費
（
無
線
免
許
申

　
請
・
消
火
実
験
経
費
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
万
円

○
消
防
施
設
費
（
消
火
栓
修
繕
・

　
消
火
栓
二
基
）
　
　
三
五
万
円

教
育
費

○
事
務
局
臨
時
賃
金
増
二
〇
万
円

o
教
員
住
宅
新
築
の
水
道
引
込
．

　
工
事
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

o
松
歴
小
漏
水
防
止
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

○
松
之
山
小
敷
地
整
備
（
測
量
・

　
登
記
委
託
料
。
残
土
処
理
・
立

　
木
補
償
料
増
）
　
　
七
四
万
円

○
中
学
校
の
給
食
従
事
員
退
職
報

　
償
金
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

○
中
学
校
寄
宿
舎
冬
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
宍
万
円

○
民
俗
資
料
館
運
営
費
（
展
示
場

　
修
繕
・
水
道
修
理
・
電
気
修
理

　
等
）
　
　
　
　
　
　
一
五
万
円

災
害
復
旧
費

○
農
道
災
害
復
旧
（
曽
根
線
）

　
　
　
　
　
　
二
、
、
五
〇
〇
万
円

（5）まつのやま

簡
水
の
補
正

　
　
　
　
五
七
二
万
円
追
加

▽
昭
和
六
十
年
度
｝
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
三
回
）

〇
五
、
三
六
｝
万
四
千
円
追
加
し

　
総
額
二
四
億
四
、
二
七
一
万
三

　
千
円
と
す
る
．

▽
昭
和
六
十
年
度
国
保
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
回
）

○
総
額
の
二
億
九
、
三
二
二
万
円

　
に
は
変
更
な
い
（
過
年
度
保
険

　
還
付
金
、
退
職
者
医
療
交
付
金

　

返
還
金
の
計
一
七
二
万
円
を
予

　
備
費
で
支
出
）

▽
昭
和
六
十
年
度
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
五
七
二
万
一
干
円
追
加
し
総
額

　
六
、
四
〇
一
万
二
千
円
と
す
る
。

　
（
管
理
費
舗
水
道
修
理
・
補
償

　
工
事
の
増
）

五
十
九
年
の
四
会
計

決
算
を
認
定

▽
昭
和
五
十
九
年
度
四
会
計
決

　
算
の
認
定
．

〇
一
般
会
計
・
歳
入
二
四
億
九
、

　
〇
一
三
万
四
、
　
二
五
八
円
。
歳

　
出
二
四
億
三
、
七
八
四
万
六
、

　
四
四
五
円
．

σ
国
保
特
別
会
計
・
歳
入
三
億
一
、

　
二
三
五
万
九
、
三
五
八
円
。
歳

　
出
三
億
O
、
六
二
二
万
一
、
四

　
四
四
円
。

○
老
人
保
健
特
別
会
計
・
歳
入
二

億
五
、
〇
六
三
万
、
五
、
三
六
五
．

　
円
。
歳
出
二
億
四
、
五
〇
三
万

　
O
、
九
〇
五
円
。

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
・
歳
入
六
、

　
一
三
八
万
七
、
三
八
八
円
。
歳

　
出
五
、
八
三
〇
万
二
、
八
一
八

　
円
。上
川
手
集
落
拠
点

　
　
施
設
の
条
例
制
定

▽
上
川
手
集
落
拠
点
施
設
の
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制

定
．

○
松
之
山
町
が
水
田
利
用
再
編
対

　
策
推
進
事
業
で
実
施
す
る
集
落

　
拠
点
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

▽
町
立
教
員
住
宅
設
置
及
び
管
理

　
条
例
の
一
部
改
正
。
・

o
新
築
の
松
里
小
学
校
教
員
住
宅

　
（
松
里
荘
）
を
加
え
る
。

▽
町
集
落
開
発
施
設
等
の
設
置
及

　
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
］
部

改
正
。

○
新
築
の
上
湯
集
落
開
発
セ
ン
タ

　
ー
を
加
え
る
．

国
保
税
の
課
税
額

　
　
　
　
　
　
一
部
改
正

▽
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
↑

部
改
正
．

○
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
を

　
（
所
得
割
額
・
資
産
割
額
・
被

　
保
険
者
均
等
割
額
・
世
帯
別
平

　
等
割
額
等
）
改
正
。

▽
町
家
庭
奉
仕
員
派
遣
に
伴
う
費

　
用
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
。

○
利
用
者
負
担
額
（
｝
時
間
当
り
）

　
非
課
税
の
世
帯
は
無
料
、
九
、
六

　
〇
〇
円
以
下
は
二
〇
〇
円
、
三

　
万
二
、
四
〇
〇
円
以
下
は
三
．
五

　
〇
円
、
四
万
二
、
O
O
円
以
下

　
は
五
〇
〇
円
、
四
万
二
、
○
〇

　
一
円
以
上
は
六
、
五
〇
円
に
改
正
。

▽
町
過
疎
地
域
振
興
計
．
画
の
変
更
。

○
町
道
改
良
や
舗
装
、
社
会
教
育

　
施
設
（
集
会
施
設
）
な
ど
の
事

　
業
を
新
た
に
付
け
加
え
る
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に

　
つ
い
て
．

o
耕
地
災
害
復
旧
（
藤
倉
地
区
）
、
と

　
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業
（
持

　
田
地
区
用
水
〉
の
議
決
を
得
る
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変

　
更
。

○
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業

　
（
、
大
水
越
地
区
）
の
変
更
。

▽
土
地
改
良
に
よ
る
字
の
変
更
。

○
天
水
越
の
日
向
平
と
長
峰
。

▽
議
会
か
ら
町
農
業
委
貝
の
推
薦

○
佐
藤
利
幸
（
天
水
越
）

▽
町
教
育
委
員
の
任
命
。

○
高
波
仁
一
郎
（
松
口
）

▽
町
間
定
資
産
評
価
審
査
委
貝
。

O
石
塚
清
丸
（
浦
田
）

▽
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
指
名

　
及
び
同
正
副
委
員
．
長
の
選
任
。

○
総
務
民
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　
寸
　
　
　
　
　
「
“

委
員
長

副
禾
女
口
貝
．
長

佐柳村田邨相季

○
建
設
委
員
会

　
委
目
長
　
　
　
高

　
副
委
員
長
関

　
　
　
　
　
　
保

　
　
　
　
　
　
高

　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
　
　
　
才

O
h
産
轟
莱
経
済
天
女
口
貝
△
五

山辺山沢山沢山橋坂谷橋　藤
大靖里．尚正達1

治治志二堅．雄英

良一定武　平
　　　　　八
三夫安雄勲郎

委
員
．
長

副
委
員
長

田田小f左高樋竹
　　野
辺辺塚藤橋口内
一慎保　利英　真平
　　　　　　八
夫一一夫幸…一郎

▽
議
員
提
出
議
案

o
国
保
財
政
の
危
機
打
開
に
関
す

　
る
意
見
書
を
政
府
な
ど
関
係
機

　
関
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

○
赤
字
は
国
庫
負
担
金
を
も
っ
て

　
補
慣
す
る
こ
と
。

○
保
険
税
の
負
担
増
を
招
か
な
い

　
よ
う
現
行
の
国
庫
負
担
制
度
を

　
見
直
す
こ
と
な
ど
。

▽
国
家
公
務
員
給
与
引
上
げ
の
人

　
事
院
勧
告
完
全
実
施
を
求
め
る

　
意
見
書
の
採
択
に
関
す
る
陳
情
書
。

o
人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
給
与

　
を
五
・
七
四
育
引
き
上
げ
の
勧

　
告
を
行
っ
た
が
、
政
府
は
連
年

　
に
わ
た
り
人
勧
凍
結
・
抑
制
を

　
打
ち
だ
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
、

　
人
事
院
勧
告
を
速
や
か
に
完
全

　
実
施
さ
れ
る
よ
う
意
見
書
を
提

　
出
し
て
ほ
し
い
。

　
（
町
職
員
組
合
執
行
委
員
長
・

中
島
良
一
）



ー
寸
2
ー

まつのやま（6）

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計

予
算
額
は
、
当
初
二
二
億
九
、
〇

三
六
万
一
一
千
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
そ
の
後
八
回
の
補
正
に
よ
っ

て
最
終
予
算
は
、
二
四
億
六
・
六

三
一
万
九
千
円
（
当
初
予
算
よ
り

一
億
七
、
五
九
五
万
四
千
円
増
）

と
な
っ
た
。

　
こ
の
予
算
額
に
対
し
て
決
算
額

は
、
歳
入
が
二
四
億
九
、
〇
一
三

万
四
、
一
五
八
円
。
歳
出
が
二
四

億
三
、
七
八
四
万
六
、
四
四
五
円

で
差
引
き
五
、
二
二
八
万
七
、
七

＝
二
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
は
、
前
年
度
比
一
・
四
智

マ
イ
ナ
ス
で
三
、
四
九
〇
万
七
千

戴1欝撚1
　　　　　　　町税169，037T・F16．8％

円
減
。
国
庫
支
出
が
町
道
改
良
の

減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
三
五
・

二
新
（
約
八
千
万
）
と
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
．

　
歳
出
は
、
前
年
度
比
○
・
一
響

伸
び
、
わ
ず
か
一
九
六
万
五
千
円

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
ス
キ
ー
場
、

町
道
改
良
・
舗
装
事
業
の
減
に
よ

り
、
商
工
費
と
土
木
費
が
そ
れ
ぞ

れ
約
十
六
智
減
少
。
公
共
土
木
災

害
と
農
地
災
害
の
増
に
よ
り
災
害

復
旧
費
が
大
き
く
（
六
四
・
七
智
）

増
加
、
教
育
費
が
教
員
住
宅
の
建

設
に
よ
り
三
九
・
三
智
増
加
し
て

い
る
。

　
歳
入
の
う
ち
、
直
接
町
民
の
負

担
に
よ
る
も
の
は
、
税
収
入
（
町

民
税
や
固
定
資
産
な
ど
）
が
｛
億

地方韻与税など
175，9271二円7．1％

国庫支出金
150，0501FF】　6．0％

塑地方交付税

　　　1，115．068丁・Pl

　　44．8％

町債＼
381，600千円

15．3％

癬＼、、．9％ノ
災害1復旧費131，493干円5，4％

衛生費
69，353丁』PI　2．8％

議会費　51，461丁一FI2．1％

六
、
九
〇
三
万
七
千
円
、
税
外
収
．

入
（
土
地
改
良
の
分
担
金
や
保
育

料
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト
使
用
料
な
ど
）

が
二
億
O
、
　
一
三
二
万
八
千
円
で

合
計
三
億
七
、
〇
三
六
万
五
千
円

　
（
決
算
総
額
に
対
す
る
割
合
一
四
・

九
智
）
と
な
っ
て
い
る
。
町
民
一

人
当
た
り
の
負
担
額
は
約
八
万
円
。

　
町
債
（
借
金
）
は
、
一
一
五
億
○
、

四
三
五
万
八
千
円
に
達
し
、
町
民

　
一
人
当
り
五
五
万
八
千
円
と
な
り
、

公
債
比
率
は
一
六
二
罫
H
に
上
昇

し
て
い
る
。

　
五
十
九
年
度
の
町
債
償
還
金
額

は
、
元
金
が
一
億
七
、
○
二
八
万
、

、
利
子
が
｝
億
五
、
八
〇
六
万
八
千

円
の
合
計
三
億
二
、
八
三
四
万
八

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

他の
円
そ
ヂ
費
即
％

饗
回樗

消防費
66．729丁・Fj　2．7％

民生費

1為考2Hン

殉箋轡1望

　
　
％

　
　
　
　
P

舞　　
　
　
じ

　
　
　
　
て

　
　
　
　
エ

　
　
　
伐
ぷ
％

　
　
　
務
鉱
熟

　
　
　
　
総
B
7
轡．一1劣1・1麟・1

町
民
の
負
担

　
　
　
　
　
　
　
　
三
億
七
千
万
円

▽
分
担
金
・
負
担
金

○
土
地
改
良
分
担
金

○
農
地
災
害
分
担
金

○
総
合
検
診
負
担
金
二
二
〇
万
円

▽
使
用
料
・
手
数
料

　
　
　
　
　
　
二
、
五
五
八
万
円

O
湯
沢
駐
車
場
使
用
料
三
七
万
円

b
老
人
憩
の
家
使
用
料
二
五
万
円

○
家
庭
奉
仕
員
派
遣
徴
収
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
円

o
火
葬
場
使
用
料
　
　
七
四
万
円

○
町
民
体
育
館
・
プ
ー
ル
使
用
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

▽
町
税
　
一
億
六
、

○
市
町
村
民
税
七
、

o
固
定
資
産
税
五
、

o
軽
自
動
車
税

o
た
ば
こ
消
費
税

　
　
　
　
　
　
一
、

○
電
気
税

○
木
材
取
引
税

o
入
湯
税

　
　
　
　
一
億
五
、

　
　
　
　
一
億
三
、

○
保
育
料
　
　
一
、

九
〇
三
万
円

二
〇
九
万
円

九
八
二
万
円

五
一
八
万
円

五
一
五
万
円

六
八
九
万
円

　
四
九
万
円

九
四
一
万
円

一
三
五
万
円

〇
一
八
万
円

　
六
九
万
円

八
二
八
万
円

o
ス
ク
ー
ル
バ
ス
使
用
料

　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
万
円

○
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
、
テ
ニ

　
ス
コ
ー
ト
使
用
料
、
民
俗
資
料
ー

　
館
入
館
料
　
　
　
二
三
三
万
円

○
キ
ャ
ン
プ
場
、
高
原
テ
ニ
ス
コ

　
ー
ト
使
用
料
　
　
一
四
九
万
円

○
町
営
住
宅
使
用
料
㎝
四
二
万
円

○
ス
キ
ー
リ
フ
ト

車
場
使
用
料
一
、

o
戸
籍
手
数
料
等

▽
財
産
収
入
　
二
、

○
土
地
貸
付
収
入

○
建
物
貸
付
収
入

o
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
等
貸
付
料

○
温
泉
源
貸
付
収
入
四
五
八
万
円

○
利
子
・
配
当
金

○
電
電
債
満
期
償
還
金

○
不
動
産
売
払
収
入
五
二
七
万
円

　
（
留
山
ダ
ム
工
事
用
地
代
等
）

○
立
木
等
売
払
収
入
（
松
之
山
小

　
学
校
用
地
）
　
　
　
三
六
万
円

ス
キ
ー
場
駐

五
七
九
万
円

一
七
五
万
円

四
三
九
万
円

　
三
一
万
円

二
三
三
万
円

　
二
四
万
円

九
四
五
万
円

一
八
五
万
円

で告申色青

正しい記帳

　
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人
の
所

得
税
は
、
自
分
で
所
得
や
税
額
を

正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す

る
た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き

ち
ん
と
記
帳
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
．

　
こ
の
た
め
、
一
定
の
帳
簿
に
日

日
の
取
引
を
き
ち
ん
と
記
帳
し
、

そ
の
帳
簿
に
基
づ
い
て
正
確
な
所

得
や
税
額
を
計
算
し
て
申
告
す
る

人
に
は
、
所
得
の
計
算
上
い
ろ
い

軍

。
．‘
▽

へ
，
　
、

＠
、
　
　
　
●

，
1り
ワ

、

蕎色申告で

正しU紀帳廷

ろ
有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

青
色
申
告
制
度
と
い
い
、
現
在
で

は
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人
の
半

数
以
上
が
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
毎
日
の
取
引
を
正

確
に
記
帳
し
て
お
け
ば
、
自
分
の

所
得
を
正
し
く
計
算
で
き
る
ほ
か
、

経
営
内
容
も
正
確
に
把
握
で
き
、

事
業
の
発
展
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
青
色
申
告
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
　
年
金
と
税
金

　
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
の

年
金
制
度
は
、
老
齢
に
な
っ
た
と

き
の
生
活
の
安
定
な
ど
を
図
る
た

め
、
す
べ
て
の
国
民
が
そ
の
適
用

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
的
年
金
や
恩
給
の

収
入
は
、
所
得
税
法
上
、
給
与
所

得
の
収
入
金
額
と
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
支
払
の
際
に
、
通
常

の
給
与
と
同
様
に
所
得
税
の
源
泉

徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
。

入
札
結
果

▽
産
第
二
十
四
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
（
藤
倉
地
区
道
路
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

▽
産
第
二
十
五
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
（
藤
倉
地
区
水
路
）

高
橋
組
　
　
　
　
九
〇
万
円

▽
産
第
二
十
六
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
（
藤
倉
地
区
水
路
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
二
五
万
円

▽
産
第
二
十
七
号
　
耕
地
災
害
復

旧
（
田
復
旧
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
五
三
〇
万
円

”””ll麗””1””ll””””“1”1”欄1闘川”1

　
　
会

　
　
修

こ
研
のき

　　　10月17日～23日
○医薬品は、使用時間、使用量、使用方法を
　守りましよう。

○薬は湿気、日光、高ll，，tを嫌います。

f呆存に桑主鳶tしましょう。

10月6臼

大厳寺高原

○
午
前
十
時
ま
で
に
大
厳
寺
高
原

　
駐
車
場
に
集
合
（
小
雨
決
行
・

　
昼
食
持
参
・
き
の
こ
汁
サ
ー
ビ
ス
）

o
主
催
は
東
頸
城
地
区
理
科
教
育

　
セ
ン
タ
ー
。
講
師
は
安
塚
・
沼

　
木
小
学
校
の
秋
山
和
喜
先
生
。

（7）まつのやま

松
之
山
小
学
校

交
通
安
全
の

　
　
「
優
良
校
」
で

　
　
　
　
　
表
彰
さ
れ
る

　
松
之
山
小
学
校
（
児
童
一
〇
九

名
、
教
員
一
〇
名
）
で
は
、
交
通

安
全
の
「
優
良
学
校
」
で
㈲
県
交

通
安
全
協
会
と
県
警
本
部
か
ら
表

彰
さ
れ
、
九
月
二
十
八
日
安
塚
警

察
署
長
さ
ん
か
ら
伝
達
さ
れ
た
。

　
同
校
で
は
、
毎
年
P
T
A
の
生

活
補
導
部
と
協
力
し
て
通
学
路
の

点
検
や
交
通
安
全
教
室
、
自
転
車

教
室
を
開
き
、
き
め
細
か
な
指
導

を
し
て
い
る
。

郡
の
正
副
議
長

　
　
　
　
　
委
員
長

松
之
山
で
研
修
会

　
郡
の
議
会
正
副
議
長
、
委
員
長

四
十
名
が
出
席
し
て
研
修
会
が
九

月
十
七
日
、
松
之
山
町
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

　
県
の
企
画
調
整
部
長
、
大
川
進

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
東
頸
城
郡

の
地
域
開
発
に
つ
い
て
講
演
を
聞

い
た
。
大
川
先
生
は
、
高
速
交
通

時
代
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
雪
を

克
服
し
て
、
工
業
の
振
興
と
高
齢

化
杜
会
に
対
応
し
た
地
域
づ
く
り

を
す
る
よ
う
話
さ
れ
た
。

　
　
談
政
相
守

行
切
鱗

　
　
　
　
　
親
秘
無

▼
1
0
月
17
日
㈹

　
一
時
～
四
時
ま
で

　
布
川
防
雪
セ
ン
タ
ー

▼
1
0
月
1
8
日
㈹

　
一
時
～
四
時
ま
で

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
（
相
談
は
無
料
・
守
秘

　
義
務
・
政
治
的
中
立
・

　
業
務
は
公
平
）



ー
寸
2
ー

まつのやま（6）

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計

予
算
額
は
、
当
初
二
二
億
九
、
〇

三
六
万
一
一
千
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
そ
の
後
八
回
の
補
正
に
よ
っ

て
最
終
予
算
は
、
二
四
億
六
・
六

三
一
万
九
千
円
（
当
初
予
算
よ
り

一
億
七
、
五
九
五
万
四
千
円
増
）

と
な
っ
た
。

　
こ
の
予
算
額
に
対
し
て
決
算
額

は
、
歳
入
が
二
四
億
九
、
〇
一
三

万
四
、
一
五
八
円
。
歳
出
が
二
四

億
三
、
七
八
四
万
六
、
四
四
五
円

で
差
引
き
五
、
二
二
八
万
七
、
七

＝
二
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
は
、
前
年
度
比
一
・
四
智

マ
イ
ナ
ス
で
三
、
四
九
〇
万
七
千

戴1欝撚1
　　　　　　　町税169，037T・F16．8％

円
減
。
国
庫
支
出
が
町
道
改
良
の

減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
三
五
・

二
新
（
約
八
千
万
）
と
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
．

　
歳
出
は
、
前
年
度
比
○
・
一
響

伸
び
、
わ
ず
か
一
九
六
万
五
千
円

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
ス
キ
ー
場
、

町
道
改
良
・
舗
装
事
業
の
減
に
よ

り
、
商
工
費
と
土
木
費
が
そ
れ
ぞ

れ
約
十
六
智
減
少
。
公
共
土
木
災

害
と
農
地
災
害
の
増
に
よ
り
災
害

復
旧
費
が
大
き
く
（
六
四
・
七
智
）

増
加
、
教
育
費
が
教
員
住
宅
の
建

設
に
よ
り
三
九
・
三
智
増
加
し
て

い
る
。

　
歳
入
の
う
ち
、
直
接
町
民
の
負

担
に
よ
る
も
の
は
、
税
収
入
（
町

民
税
や
固
定
資
産
な
ど
）
が
｛
億

地方韻与税など
175，9271二円7．1％

国庫支出金
150，0501FF】　6．0％

塑地方交付税

　　　1，115．068丁・Pl

　　44．8％

町債＼
381，600千円

15．3％

癬＼、、．9％ノ
災害1復旧費131，493干円5，4％

衛生費
69，353丁』PI　2．8％

議会費　51，461丁一FI2．1％

六
、
九
〇
三
万
七
千
円
、
税
外
収
．

入
（
土
地
改
良
の
分
担
金
や
保
育

料
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト
使
用
料
な
ど
）

が
二
億
O
、
　
一
三
二
万
八
千
円
で

合
計
三
億
七
、
〇
三
六
万
五
千
円

　
（
決
算
総
額
に
対
す
る
割
合
一
四
・

九
智
）
と
な
っ
て
い
る
。
町
民
一

人
当
た
り
の
負
担
額
は
約
八
万
円
。

　
町
債
（
借
金
）
は
、
一
一
五
億
○
、

四
三
五
万
八
千
円
に
達
し
、
町
民

　
一
人
当
り
五
五
万
八
千
円
と
な
り
、

公
債
比
率
は
一
六
二
罫
H
に
上
昇

し
て
い
る
。

　
五
十
九
年
度
の
町
債
償
還
金
額

は
、
元
金
が
一
億
七
、
○
二
八
万
、

、
利
子
が
｝
億
五
、
八
〇
六
万
八
千

円
の
合
計
三
億
二
、
八
三
四
万
八

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

他の
円
そ
ヂ
費
即
％

饗
回樗

消防費
66．729丁・Fj　2．7％

民生費

1為考2Hン

殉箋轡1望

　
　
％

　
　
　
　
P

舞　　
　
　
じ

　
　
　
　
て

　
　
　
　
エ

　
　
　
伐
ぷ
％

　
　
　
務
鉱
熟

　
　
　
　
総
B
7
轡．一1劣1・1麟・1

町
民
の
負
担

　
　
　
　
　
　
　
　
三
億
七
千
万
円

▽
分
担
金
・
負
担
金

○
土
地
改
良
分
担
金

○
農
地
災
害
分
担
金

○
総
合
検
診
負
担
金
二
二
〇
万
円

▽
使
用
料
・
手
数
料

　
　
　
　
　
　
二
、
五
五
八
万
円

O
湯
沢
駐
車
場
使
用
料
三
七
万
円

b
老
人
憩
の
家
使
用
料
二
五
万
円

○
家
庭
奉
仕
員
派
遣
徴
収
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
円

o
火
葬
場
使
用
料
　
　
七
四
万
円

○
町
民
体
育
館
・
プ
ー
ル
使
用
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

▽
町
税
　
一
億
六
、

○
市
町
村
民
税
七
、

o
固
定
資
産
税
五
、

o
軽
自
動
車
税

o
た
ば
こ
消
費
税

　
　
　
　
　
　
一
、

○
電
気
税

○
木
材
取
引
税

o
入
湯
税

　
　
　
　
一
億
五
、

　
　
　
　
一
億
三
、

○
保
育
料
　
　
一
、

九
〇
三
万
円

二
〇
九
万
円

九
八
二
万
円

五
一
八
万
円

五
一
五
万
円

六
八
九
万
円

　
四
九
万
円

九
四
一
万
円

一
三
五
万
円

〇
一
八
万
円

　
六
九
万
円

八
二
八
万
円

o
ス
ク
ー
ル
バ
ス
使
用
料

　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
万
円

○
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
、
テ
ニ

　
ス
コ
ー
ト
使
用
料
、
民
俗
資
料
ー

　
館
入
館
料
　
　
　
二
三
三
万
円

○
キ
ャ
ン
プ
場
、
高
原
テ
ニ
ス
コ

　
ー
ト
使
用
料
　
　
一
四
九
万
円

○
町
営
住
宅
使
用
料
㎝
四
二
万
円

○
ス
キ
ー
リ
フ
ト

車
場
使
用
料
一
、

o
戸
籍
手
数
料
等

▽
財
産
収
入
　
二
、

○
土
地
貸
付
収
入

○
建
物
貸
付
収
入

o
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
等
貸
付
料

○
温
泉
源
貸
付
収
入
四
五
八
万
円

○
利
子
・
配
当
金

○
電
電
債
満
期
償
還
金

○
不
動
産
売
払
収
入
五
二
七
万
円

　
（
留
山
ダ
ム
工
事
用
地
代
等
）

○
立
木
等
売
払
収
入
（
松
之
山
小

　
学
校
用
地
）
　
　
　
三
六
万
円

ス
キ
ー
場
駐

五
七
九
万
円

一
七
五
万
円

四
三
九
万
円

　
三
一
万
円

二
三
三
万
円

　
二
四
万
円

九
四
五
万
円

一
八
五
万
円

で告申色青

正しい記帳

　
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人
の
所

得
税
は
、
自
分
で
所
得
や
税
額
を

正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す

る
た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き

ち
ん
と
記
帳
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
．

　
こ
の
た
め
、
一
定
の
帳
簿
に
日

日
の
取
引
を
き
ち
ん
と
記
帳
し
、

そ
の
帳
簿
に
基
づ
い
て
正
確
な
所

得
や
税
額
を
計
算
し
て
申
告
す
る

人
に
は
、
所
得
の
計
算
上
い
ろ
い

軍

。
．‘
▽

へ
，
　
、

＠
、
　
　
　
●

，
1り
ワ

、

蕎色申告で

正しU紀帳廷

ろ
有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

青
色
申
告
制
度
と
い
い
、
現
在
で

は
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人
の
半

数
以
上
が
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
毎
日
の
取
引
を
正

確
に
記
帳
し
て
お
け
ば
、
自
分
の

所
得
を
正
し
く
計
算
で
き
る
ほ
か
、

経
営
内
容
も
正
確
に
把
握
で
き
、

事
業
の
発
展
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
青
色
申
告
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
　
年
金
と
税
金

　
厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
の

年
金
制
度
は
、
老
齢
に
な
っ
た
と

き
の
生
活
の
安
定
な
ど
を
図
る
た

め
、
す
べ
て
の
国
民
が
そ
の
適
用

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
公
的
年
金
や
恩
給
の

収
入
は
、
所
得
税
法
上
、
給
与
所

得
の
収
入
金
額
と
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
支
払
の
際
に
、
通
常

の
給
与
と
同
様
に
所
得
税
の
源
泉

徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
。

入
札
結
果

▽
産
第
二
十
四
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
（
藤
倉
地
区
道
路
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

▽
産
第
二
十
五
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
（
藤
倉
地
区
水
路
）

高
橋
組
　
　
　
　
九
〇
万
円

▽
産
第
二
十
六
号
　
耕
地
災
害
復

　
旧
（
藤
倉
地
区
水
路
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
二
五
万
円

▽
産
第
二
十
七
号
　
耕
地
災
害
復

旧
（
田
復
旧
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
五
三
〇
万
円

”””ll麗””1””ll””””“1”1”欄1闘川”1

　
　
会

　
　
修

こ
研
のき

　　　10月17日～23日
○医薬品は、使用時間、使用量、使用方法を
　守りましよう。

○薬は湿気、日光、高ll，，tを嫌います。

f呆存に桑主鳶tしましょう。

10月6臼

大厳寺高原

○
午
前
十
時
ま
で
に
大
厳
寺
高
原

　
駐
車
場
に
集
合
（
小
雨
決
行
・

　
昼
食
持
参
・
き
の
こ
汁
サ
ー
ビ
ス
）

o
主
催
は
東
頸
城
地
区
理
科
教
育

　
セ
ン
タ
ー
。
講
師
は
安
塚
・
沼

　
木
小
学
校
の
秋
山
和
喜
先
生
。

（7）まつのやま

松
之
山
小
学
校

交
通
安
全
の

　
　
「
優
良
校
」
で

　
　
　
　
　
表
彰
さ
れ
る

　
松
之
山
小
学
校
（
児
童
一
〇
九

名
、
教
員
一
〇
名
）
で
は
、
交
通

安
全
の
「
優
良
学
校
」
で
㈲
県
交

通
安
全
協
会
と
県
警
本
部
か
ら
表

彰
さ
れ
、
九
月
二
十
八
日
安
塚
警

察
署
長
さ
ん
か
ら
伝
達
さ
れ
た
。

　
同
校
で
は
、
毎
年
P
T
A
の
生

活
補
導
部
と
協
力
し
て
通
学
路
の

点
検
や
交
通
安
全
教
室
、
自
転
車

教
室
を
開
き
、
き
め
細
か
な
指
導

を
し
て
い
る
。

郡
の
正
副
議
長

　
　
　
　
　
委
員
長

松
之
山
で
研
修
会

　
郡
の
議
会
正
副
議
長
、
委
員
長

四
十
名
が
出
席
し
て
研
修
会
が
九

月
十
七
日
、
松
之
山
町
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

　
県
の
企
画
調
整
部
長
、
大
川
進

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
東
頸
城
郡

の
地
域
開
発
に
つ
い
て
講
演
を
聞

い
た
。
大
川
先
生
は
、
高
速
交
通

時
代
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
雪
を

克
服
し
て
、
工
業
の
振
興
と
高
齢

化
杜
会
に
対
応
し
た
地
域
づ
く
り

を
す
る
よ
う
話
さ
れ
た
。

　
　
談
政
相
守

行
切
鱗

　
　
　
　
　
親
秘
無

▼
1
0
月
17
日
㈹

　
一
時
～
四
時
ま
で

　
布
川
防
雪
セ
ン
タ
ー

▼
1
0
月
1
8
日
㈹

　
一
時
～
四
時
ま
で

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
（
相
談
は
無
料
・
守
秘

　
義
務
・
政
治
的
中
立
・

　
業
務
は
公
平
）
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徳認幽一．．

歌碑も麟池公園の工事齢

　
町
で
は
昨
年
か
ら
鏡
ケ
池
の
復

．
疋
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、
八
，
年

の
工
事
も
順
調
に
進
み
、
鏡
ケ
池

公
園
の
全
体
の
形
が
出
来
L
っ
た

　
池
の
前
に
は
大
伴
家
持
の
歌
碑

（
高
さ
約
二
麿
）
も
出
来
「
か
さ

さ
ぎ
の
わ
た
せ
る
橋
に
お
く
し
も

の
し
ろ
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
ふ
け
に

け
る
一
他
二

い
る
．
池
は

化
し
て
造
ら

　
こ
の
復
元

や
っ
て
い
る

来
年
は
約
二

木
の
植
栽
な

行
わ
れ
る
予

名勝に親しむマラソン大会

東川小学校

東
川
小
学
校
で
は
、
地
域
の
名

勝
に
親
し
む
気
持
を
育
て
、
体
力

の
充
実
を
は
か
ろ
う
と
、
鏡
ケ
池

の
復
．
垢
に
と
も
な
い
鏡
ケ
池
を
．

周
す
る
コ
ー
ス
で
校
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
開
い
た
。

　
几
月
．
．
ト
し
H
、
校
長
先
生
か

ら
鏡
ケ
池
の
由
来
を
聞
い
た
あ
と

鏡
ケ
池
を
見
学
、
低
学
年
は
几
O

O
麿
、
高
学
年
は
．
、
．
．
O
O
麿

の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
っ
た
、

鯨

芸術品

パチがつくった徳利

ノご止乏ク　　　ニσ）たよ

芸さリ名た蔵巣にく以
前
は
ど
こ
の
家
の
軒
下
に
も

見
ら
れ
た
が
、
最
近
は
め
っ

見
ら
れ
な
い
ト
ッ
ク
リ
、
バ
チ

が
、
L
川
ヂ
の
佐
藤
さ
ん
の

に
か
け
て
あ
る
の
が
見
つ
か

前
の
通
り
ハ
チ
の
巣
が
ト
ッ

を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
形
で

ト
．
κ
抽
ン
程
の
、
パ
チ
が
造
っ

術
品
で
あ
る
。

ニュ・一ス・マンスリー《今月の話題》

おとしよりと交流

　　　　　昔の生活を勉強

　
防
火
講
習
ヘ
ム
が
ん
月
三
日
浦

小
学
校
で
開
か
れ
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
東
頸
消
防
署

之
山
分
遣
所
が
防
災
週
間
の
行

の
ひ
と
つ
と
し
て
開
い
た
も
の

浦
田
地
区
の
小
・
中
児
竜
生
徒

婦
人
会
員
な
ど
約
百
人
が
参
加

防
火
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
た

　
そ
の
あ
と
、
グ
ラ
ン
ド
に
出

天
ぷ
ら
ナ
ベ
の
火
災
を
想
定
し

シ
ー
ツ
を
使
っ
た
消
火
方
法
や

消
火
器
を
使
っ
て
の
実
演
講
習

行
わ
れ
た
。

消火の実語火講習

タ』一繍・

　
東
頸
城
一
番
の
歴
史
（
創
、
琉
百
　
　
今
年
は
お
と
し
よ
り
か
ら
座

卜
三
年
）
を
も
つ
松
之
山
小
学
校
　
布
団
、
手
さ
げ
か
ご
、
す
つ
計

で
は
、
毎
年
お
と
し
よ
り
を
学
校
　
ん
、
く
つ
、
背
な
こ
う
じ
、
ナ

に
招
き
、
子
供
達
の
授
業
を
見
て
　
べ
敷
き
、
手
袋
、
荷
な
わ
な
ど

も
ら
っ
た
り
昔
の
生
活
の
様
ヂ
を
　
た
く
さ
ん
の
ワ
ラ
細
工
を
持
っ

話
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
お
と
　
て
来
て
も
ら
い
、
そ
の
使
い
方

し
よ
り
と
子
供
達
の
交
流
を
深
め
　
や
作
り
方
な
ど
を
聞
き
な
が
ら

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
の
生
活
の
知
恵
を
教
わ
っ
た

　
ん
月
し
H
か
ら
八
ロ
に
か
け
て

松
之
山
地
区
の
秋
ま
つ
り
が
行
わ

れ
た
．

　
し
H
r
麦
、
卜
弛
交
、
・
り
≧
．
卜
）

　
　
　
ノ
ノ
f
　
　
ノ
ヂ
十
，
直
β
で
0

鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、
チ
供
み
こ
し

や
大
入
の
由
卓
が
商
店
街
を
歩
き

出
す
と
、
約
一
ヵ
月
半
ぶ
り
の
雨

が
降
り
出
し
た
。

　
し
か
し
、
大
人
の
み
こ
し
は
”
恵

み
の
．
雨
”
と
い
う
こ
と
で
そ
の
ま

ま
町
内
を
ね
り
歩
い
た
。

　
民
謡
流
し
は
中
止
と
な
っ
た
が

歩
行
者
、
友
国
の
名
物
の
夜
店
と
大

花
火
大
会
は
翌
H
盛
大
に
行
わ
れ

た
。

※ニュースマンスリーおわり
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徳認幽一．．

歌碑も麟池公園の工事齢

　
町
で
は
昨
年
か
ら
鏡
ケ
池
の
復

．
疋
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、
八
，
年

の
工
事
も
順
調
に
進
み
、
鏡
ケ
池

公
園
の
全
体
の
形
が
出
来
L
っ
た

　
池
の
前
に
は
大
伴
家
持
の
歌
碑

（
高
さ
約
二
麿
）
も
出
来
「
か
さ

さ
ぎ
の
わ
た
せ
る
橋
に
お
く
し
も

の
し
ろ
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
ふ
け
に

け
る
一
他
二

い
る
．
池
は

化
し
て
造
ら

　
こ
の
復
元

や
っ
て
い
る

来
年
は
約
二

木
の
植
栽
な

行
わ
れ
る
予

名勝に親しむマラソン大会

東川小学校

東
川
小
学
校
で
は
、
地
域
の
名

勝
に
親
し
む
気
持
を
育
て
、
体
力

の
充
実
を
は
か
ろ
う
と
、
鏡
ケ
池

の
復
．
垢
に
と
も
な
い
鏡
ケ
池
を
．

周
す
る
コ
ー
ス
で
校
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
開
い
た
。

　
几
月
．
．
ト
し
H
、
校
長
先
生
か

ら
鏡
ケ
池
の
由
来
を
聞
い
た
あ
と

鏡
ケ
池
を
見
学
、
低
学
年
は
几
O

O
麿
、
高
学
年
は
．
、
．
．
O
O
麿

の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
っ
た
、

鯨

芸術品

パチがつくった徳利

ノご止乏ク　　　ニσ）たよ

芸さリ名た蔵巣にく以
前
は
ど
こ
の
家
の
軒
下
に
も

見
ら
れ
た
が
、
最
近
は
め
っ

見
ら
れ
な
い
ト
ッ
ク
リ
、
バ
チ

が
、
L
川
ヂ
の
佐
藤
さ
ん
の

に
か
け
て
あ
る
の
が
見
つ
か

前
の
通
り
ハ
チ
の
巣
が
ト
ッ

を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
形
で

ト
．
κ
抽
ン
程
の
、
パ
チ
が
造
っ

術
品
で
あ
る
。

ニュ・一ス・マンスリー《今月の話題》

おとしよりと交流

　　　　　昔の生活を勉強

　
防
火
講
習
ヘ
ム
が
ん
月
三
日
浦

小
学
校
で
開
か
れ
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
東
頸
消
防
署

之
山
分
遣
所
が
防
災
週
間
の
行

の
ひ
と
つ
と
し
て
開
い
た
も
の

浦
田
地
区
の
小
・
中
児
竜
生
徒

婦
人
会
員
な
ど
約
百
人
が
参
加

防
火
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
た

　
そ
の
あ
と
、
グ
ラ
ン
ド
に
出

天
ぷ
ら
ナ
ベ
の
火
災
を
想
定
し

シ
ー
ツ
を
使
っ
た
消
火
方
法
や

消
火
器
を
使
っ
て
の
実
演
講
習

行
わ
れ
た
。

消火の実語火講習

タ』一繍・

　
東
頸
城
一
番
の
歴
史
（
創
、
琉
百
　
　
今
年
は
お
と
し
よ
り
か
ら
座

卜
三
年
）
を
も
つ
松
之
山
小
学
校
　
布
団
、
手
さ
げ
か
ご
、
す
つ
計

で
は
、
毎
年
お
と
し
よ
り
を
学
校
　
ん
、
く
つ
、
背
な
こ
う
じ
、
ナ

に
招
き
、
子
供
達
の
授
業
を
見
て
　
べ
敷
き
、
手
袋
、
荷
な
わ
な
ど

も
ら
っ
た
り
昔
の
生
活
の
様
ヂ
を
　
た
く
さ
ん
の
ワ
ラ
細
工
を
持
っ

話
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
お
と
　
て
来
て
も
ら
い
、
そ
の
使
い
方

し
よ
り
と
子
供
達
の
交
流
を
深
め
　
や
作
り
方
な
ど
を
聞
き
な
が
ら

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
の
生
活
の
知
恵
を
教
わ
っ
た

　
ん
月
し
H
か
ら
八
ロ
に
か
け
て

松
之
山
地
区
の
秋
ま
つ
り
が
行
わ

れ
た
．

　
し
H
r
麦
、
卜
弛
交
、
・
り
≧
．
卜
）

　
　
　
ノ
ノ
f
　
　
ノ
ヂ
十
，
直
β
で
0

鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、
チ
供
み
こ
し

や
大
入
の
由
卓
が
商
店
街
を
歩
き

出
す
と
、
約
一
ヵ
月
半
ぶ
り
の
雨

が
降
り
出
し
た
。

　
し
か
し
、
大
人
の
み
こ
し
は
”
恵

み
の
．
雨
”
と
い
う
こ
と
で
そ
の
ま

ま
町
内
を
ね
り
歩
い
た
。

　
民
謡
流
し
は
中
止
と
な
っ
た
が

歩
行
者
、
友
国
の
名
物
の
夜
店
と
大

花
火
大
会
は
翌
H
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
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まつのやま（1①

最終回過疎の現況と今後の方向

過疎地域の農業と見通し

専業農家は増加傾向みせる

今年の農業観測と日本経済

景気は回復基調にあるが

国際動向には十分留意を・…

（mまつのやま

　
農
林
水
痩
省
は
、
農
林
水
産
統

計
観
測
審
議
会
の
答
申
を
得
て
、

昭
和
六
十
年
度
の
農
業
観
測
を
発

表
し
た
。

松
之
山
町
の
農
家

　
　
　
　
　
十
年
間
に
三
入
○
戸
減
少

　
過
疎
地
域
の
農
業
の
状
況
に
つ

い
て
概
観
す
る
と
、
農
家
総
数
は
、

四
十
五
年
か
ら
五
十
五
年
の
十
年

間
に
過
疎
地
域
及
び
全
国
と
も
減

少
し
て
い
る
が
、
過
疎
地
域
の
減

少
率
の
方
が
若
、
干
上
回
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
，
専
業
農
家
別
に
み
る
と
、

五
十
年
か
ら
五
十
五
年
に
は
過
疎

地
域
及
び
全
国
と
も
専
業
農
家
が

増
加
傾
向
に
転
じ
、
第
二
種
兼
業

農
家
は
や
や
減
少
し
た
。

　
過
疎
地
域
の
農
家
総
数
は
、
四

十
五
年
か
ら
五
十
五
年
の
十
年
間

に
二
十
万
世
帯
減
少
し
て
百
九
万

世
帯
と
な
り
、
そ
の
減
少
率
は
、

｝
五
・
三
警
と
全
国
の
．
二
二
・
七

新
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
農
家
の
専
業
兼
業
別
の
動
向
を

み
る
と
、
過
疎
地
域
及
び
全
国
と

も
、
こ
の
十
年
間
に
、
専
業
農
家

が
四
分
の
」
程
度
、
第
｝
種
兼
業

農
家
が
四
〇
書
以
上
の
減
少
を
示

す
反
面
、
第
二
種
兼
業
農
家
が
一

〇
響
強
増
加
し
て
そ
の
割
合
を
高

め
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
五
年

間
で
は
、
専
業
農
家
が
全
国
で
一

　
日
本
の
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
経

済
の
回
復
、
在
庫
調
整
の
完
了
、

石
油
価
格
の
低
下
及
び
物
価
の
安

｛
疋
等
に
支
え
ら
れ
、
五
十
八
年
度

以
降
回
復
基
調
に
転
じ
、
以
降
順

調
な
拡
大
過
程
を
歩
ん
で
い
る
。

　
五
十
九
年
度
は
、
物
価
の
安
｛
．
疋

等
を
背
景
に
、
輸
出
が
増
垢
し
、

国
内
需
要
も
設
備
投
資
が
堅
調
に

増
加
す
る
な
ど
、
量
気
は
全
体
と

し
て
拡
大
を
続
け
、
実
質
経
済
成

長
率
は
五
・
七
脅
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
国
際
収
支
面
で
は
、
経

常
収
支
は
貿
易
収
支
黒
字
幅
の
拡

大
か
ら
黒
字
基
調
が
続
く
一
方
、

長
期
資
本
収
支
赤
字
幅
が
拡
大
し
、

基
礎
的
収
支
は
赤
字
基
．
調
と
な
っ

て
い
る
。

国
内
経
済
の
見
通
し

　
六
十
年
度
の
国
内
経
済
は
（
政

府
経
済
見
通
し
）
、
物
価
の
安
定

を
基
．
調
に
国
内
民
間
需
要
を
中
心

と
し
た
景
気
の
着
実
な
拡
大
が
図

ら
れ
、
四
・
六
寳
程
度
の
実
質
成

長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
日
本
の
経
済
は
、
民
問

活
動
が
そ
の
主
体
を
な
す
も
の
で

あ
る
こ
と
、
国
際
環
境
の
変
化
に

は
予
見
し
難
い
．
要
素
が
多
い
こ
と

等
か
ら
、
今
後
こ
れ
ら
の
動
向
に

は
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
一
寳
、
過
疎
地
域
で
は
三

智
増
加
し
、

全
国
で
一
・
四
暫
、

い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

と
、

伸
び
が
大
き
く
、

国
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　
一

・
三

　
　
　
　
　
第
二
種
兼
業
農
家
が

　
　
　
　
　
　
　
過
疎
地
域
で

二
・
O
脅
減
少
す
る
と
い
う
新
し

　
農
家
の
部
門
別
生
産
額
を
み
る

　
　
過
疎
地
域
に
お
け
る
畜
産
の

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
比
重
も
全

農
産
加
工
の
伸
び
が
過
疎
地
域
に

お
い
て
は
全
国
に
対
し
て
半
分
以

下
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

・
畜
産
部
門
は
、
過
疎
地
域
、
全

国
と
も
に
増
加
率
の
最
も
大
き
い

部
門
で
あ
る
が
、
特
に
過
疎
地
域

に
お
け
る
増
加
率
は
、
い
ず
れ
の

期
間
を
と
っ
て
も
全
国
を
上
回
っ

て
お
り
、
五
十
．
五
年
に
は
全
体
の

三
割
以
上
の
比
率
を
占
め
る
に
至

っ
て
い
る
。
こ
れ
と
対
照
的
な
の

が
加
工
農
産
物
部
門
で
あ
り
、
過

疎
地
域
に
お
け
る
増
加
率
は
小
さ

い
。

戸
平
均
の
耕
作
面
積
は

　
　
　
　
　
わ
ず
か
○
．
七
七
ヘ
ジ
ル

　
松
之
山
町
の
農
家
数
は
、
四
十

五
年
か
ら
五
十
五
年
の
十
年
間
に

三
百
八
十
世
帯
（
二
四
・
六
警
）

減
少
し
て
い
る
．

　
産
業
別
就
業
者
数
で
は
、
農
林

業
な
ど
の
第
｝
次
産
業
が
、
四
十

五
年
の
七
六
・
三
新
か
ら
五
十
五

年
の
六
一
・
○
寳
と
一
五
・
三
智

減
少
し
て
い
る
反
面
、
建
設
業
や

製
造
業
な
ど
第
二
次
産
業
が
七
・

六
智
、
卸
・
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
第
二
次
産
業
が
七
・
七
替

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。

　
経
営
耕
地
面
積
は
、
四
十
五
年

高
齢
化
に
よ
る
引
退
等
で

農
業
就
業
人
口
は
減
少

　
農
業
就
業
人
口
は
、
五
十
六
年

度
以
降
、
労
働
力
、
需
給
が
緩
和
傾

向
で
推
移
し
た
こ
と
等
か
ら
、
減

少
率
は
鈍
化
し
て
お
り
、
五
十
八

年
度
は
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復

に
伴
う
。
ハ
ー
ト
タ
イ
ム
求
人
数
の

増
加
等
か
ら
、
女
子
を
中
心
に
減

少
率
が
高
ま
っ
た
が
、
五
十
九
年

に
は
二
．
二
警
と
再
び
減
少
率
は

縮
小
し
た
．

　
六
十
年
度
の
農
業
就
業
人
口
は
、

引
き
続
き
農
業
就
業
者
の
高
齢
化

に
よ
る
引
退
等
自
然
減
が
見
込
ま

れ
る
ほ
か
、
雇
用
情
勢
の
改
善
が

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
み

て
減
少
テ
ン
ポ
は
や
や
高
ま
り
、

二
賛
か
ら
四
暫
程
度
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
る
．

農
地
の
か
い
廃
面
積

　
　
　
　
　
横
ば
い
傾
向

　
耕
地
の
非
農
林
業
用
途
へ
の
か

い
廃
面
積
は
、
近
年
、
微
減
な
い

し
横
ば
い
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、

六
十
年
度
は
、
住
宅
建
設
、
設
備

投
資
の
回
復
等
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
最
近
の
動
向
か
ら
見
れ
ば
、

ほ
ぼ
横
ば
い
と
見
込
ま
れ
る
。

が
｝
・
一
九
二
診
、
五
十
五
年
が

八
九
八
診
で
こ
の
十
年
間
に
二
九

四
診
（
二
四
・
七
智
）
減
少
し
て

い
る
が
一
戸
平
均
耕
作
面
積
は
○
・

七
七
鴛
と
十
年
前
と
変
っ
て
い
な

い
。
　
昭
和
五
十
五
年
の
農
産
物
販
売

金
額
の
規
模
は
、
農
家
総
数
一
、

一
六
二
戸
で
、
販
売
な
し
が
一
〇

七
戸
（
九
、
二
智
）
、
百
万
円
以

下
が
八
一
九
戸
（
七
〇
・
五
智
）
、

百
万
以
上
が
二
三
六
戸
（
二
〇
・

三
智
）
と
零
細
農
家
が
多
い
。

高い伸びを続けた食料費も

50年代から鈍化

　
経
済
の
古
同

度
成
長
期
を

通
じ
て
高
い

伸
び
を
続
け

て
い
た
食
料

費
は
、
五
＋

年
代
に
入
り

安
定
成
長
の

も
と
で
そ
の

伸
び
は
鈍
化

し
て
き
た
。

　
田
一
取
近
に
お
け
る
食
料
費
は
総
じ

て
停
滞
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
が
、

こ
の
背
景
に
は
、
①
経
済
の
高
度

成
長
期
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
食

生
活
が
、
栄
養
的
に
も
ほ
ぼ
満
足

す
、
べ
き
水
準
に
達
し
て
お
り
、
食

生
活
の
変
化
が
従
来
に
比
し
て
、

よ
り
緩
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
②
豪
計
の
実
質
収
入
の

伸
び
が
鈍
化
す
る
な
か
で
、
実
収

入
に
占
め
る
非
消
費
支
出
、
土
地

家
屋
等
借
金
返
済
及
び
食
料
、
光

熱
・
水
道
・
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
・

授
業
料
等
家
計
に
と
っ
て
必
需
的

支
出
部
分
の
割
合
が
拡
大
し
、
実

収
入
か
ら
、
こ
れ
ら
必
要
的
支
出

を
差
し
引
い
た
家
計
の
自
由
裁
量

所
得
の
伸
び
が
、
実
収
入
の
伸
び

を
下
廻
っ
て
推
移
し
て
お
り
、
こ

れ
が
食
料
費
支
出
に
も
影
響
し
て

い
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

（単位：過疎と全国＝千戸・松之山＝1戸）専兼業別農家数
区　　　　　分 昭和45年 昭和50でr・ 昭和55年

．過　　　疎 全　　　い4 松之山町 過　　　　ガ來 令　　　　国 松之山町 ．過　　　　距束 ！iト　　　国 松之III町
峨　　　　業

　　　　245
（19．1）

　　　　345
（15．6）

　　　153
（9．9）

　　　　179
で置5．4）

　　　616
（】2．4）

　　　　138
（10．6）

　　　　185
（17．0）

　　　（523
（13．4㌧

　　　　124
（10．7）

へ享・1種兼業 　　　461
（35．9）

　　1．814
‘33．6、

　　　831
曳53．9）

　　　325
（28．（》）

　　1．259
（25．4）

　　　555
（42．6）

　　　　258
（23．8）

　　1．0（》2

（21．5）
　　　354
（30．5）

第2種兼裳’ 　　　　578
（45．（》）

　　2．743
（50．8）

　　　　558
（36．2）

　　　657
（56．6》

　　3．078
（62．1）

　　　611
（46．8）

　　　　（544
（59．2）

　　3．036
（65．2）

　　　684
（58．8）

農家総、数 1，284 5，402 1，542 1，162 4，953 1．3〔）4 1，088 4，661 1，162
（注）　1　農林巣セ’サスによるL　農林巣センサスによる。，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2・　「厚業震家」とは、世帯貝中に兼業1従嘔者が1人もいない農家をいい、　「兼叢農家1とは、世帯員中に鞭裳従弘者が1
　　人以Lいる震家をいう。　「等1種兼叢艘家』とは白家艘叢をLとする兼叢農家をいい、　「第2種兼藁震家」とはrl家農
　　瑛を耀足とする兼・裳農寡〔を・いうひ
3．　　（）内は兆，汝年における構成比である，，

稲
の
作
付
面
積

　
　
四
万
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
増

　
五
十
九
年
産
の
・
王
要
作
物
別
の

作
付
而
積
は
、
稲
が
他
用
途
利
用

米
（
．
土
．
万
三
、
七
五
〇
珍
膨
）
を
含

め
、
四
万
二
千
り
趣
増
の
二
三
一
万

五
千
診
と
な
っ
た
ほ
か
、
ば
れ
い

し
ょ
、
て
ん
さ
い
が
引
き
続
き
わ

ず
か
に
増
加
し
、
野
菜
は
ほ
ぼ
前

年
並
み
、
果
樹
、
飼
料
作
物
、
大

豆．

、
桑
は
引
き
早
続
き
減
少
七
た
。

作
付
延
べ
面
積
は
ほ
ぼ
前
年
並
み

に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

世
界
の
穀
物
生
産

　
　
　
　
　
　
緩
和
の
方
向

　
世
界
の
穀
物
生
産
は
、
ソ
連
筆

で
は
滅
産
と
な
っ
た
も
の
の
、
ア

メ
リ
カ
が
大
幅
に
回
復
し
た
ほ
か
、

中
国
、
西
欧
、
東
欧
等
で
増
産
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
体
で
は
か

な
り
大
き
く
増
加
し
、
在
庫
率
も

上
昇
す
る
と
み
ら
れ
、
需
給
は
総

じ
て
ひ
っ
迫
気
味
と
な
っ
た
前
年

度
に
比
べ
、
緩
和
の
方
向
で
推
移

し
て
い
る
。

　
大
豆
の
生
産
は
、
ア
メ
リ
カ
が

回
復
し
た
こ
と
に
加
え
、
ブ
ラ
ジ

ル
も
増
産
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

全
体
で
は
か
な
り
増
加
し
、
在
庫

率
も
上
昇
す
る
と
み
ら
れ
、
需
給

は
緩
和
の
方
向
で
推
移
し
て
い
る
。
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まつのやま（1①

最終回過疎の現況と今後の方向

過疎地域の農業と見通し

専業農家は増加傾向みせる

今年の農業観測と日本経済

景気は回復基調にあるが

国際動向には十分留意を・…

（mまつのやま

　
農
林
水
痩
省
は
、
農
林
水
産
統

計
観
測
審
議
会
の
答
申
を
得
て
、

昭
和
六
十
年
度
の
農
業
観
測
を
発

表
し
た
。

松
之
山
町
の
農
家

　
　
　
　
　
十
年
間
に
三
入
○
戸
減
少

　
過
疎
地
域
の
農
業
の
状
況
に
つ

い
て
概
観
す
る
と
、
農
家
総
数
は
、

四
十
五
年
か
ら
五
十
五
年
の
十
年

間
に
過
疎
地
域
及
び
全
国
と
も
減

少
し
て
い
る
が
、
過
疎
地
域
の
減

少
率
の
方
が
若
、
干
上
回
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
，
専
業
農
家
別
に
み
る
と
、

五
十
年
か
ら
五
十
五
年
に
は
過
疎

地
域
及
び
全
国
と
も
専
業
農
家
が

増
加
傾
向
に
転
じ
、
第
二
種
兼
業

農
家
は
や
や
減
少
し
た
。

　
過
疎
地
域
の
農
家
総
数
は
、
四

十
五
年
か
ら
五
十
五
年
の
十
年
間

に
二
十
万
世
帯
減
少
し
て
百
九
万

世
帯
と
な
り
、
そ
の
減
少
率
は
、

｝
五
・
三
警
と
全
国
の
．
二
二
・
七

新
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
農
家
の
専
業
兼
業
別
の
動
向
を

み
る
と
、
過
疎
地
域
及
び
全
国
と

も
、
こ
の
十
年
間
に
、
専
業
農
家

が
四
分
の
」
程
度
、
第
｝
種
兼
業

農
家
が
四
〇
書
以
上
の
減
少
を
示

す
反
面
、
第
二
種
兼
業
農
家
が
一

〇
響
強
増
加
し
て
そ
の
割
合
を
高

め
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
五
年

間
で
は
、
専
業
農
家
が
全
国
で
一

　
日
本
の
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
経

済
の
回
復
、
在
庫
調
整
の
完
了
、

石
油
価
格
の
低
下
及
び
物
価
の
安

｛
疋
等
に
支
え
ら
れ
、
五
十
八
年
度

以
降
回
復
基
調
に
転
じ
、
以
降
順

調
な
拡
大
過
程
を
歩
ん
で
い
る
。

　
五
十
九
年
度
は
、
物
価
の
安
｛
．
疋

等
を
背
景
に
、
輸
出
が
増
垢
し
、

国
内
需
要
も
設
備
投
資
が
堅
調
に

増
加
す
る
な
ど
、
量
気
は
全
体
と

し
て
拡
大
を
続
け
、
実
質
経
済
成

長
率
は
五
・
七
脅
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
国
際
収
支
面
で
は
、
経

常
収
支
は
貿
易
収
支
黒
字
幅
の
拡

大
か
ら
黒
字
基
調
が
続
く
一
方
、

長
期
資
本
収
支
赤
字
幅
が
拡
大
し
、

基
礎
的
収
支
は
赤
字
基
．
調
と
な
っ

て
い
る
。

国
内
経
済
の
見
通
し

　
六
十
年
度
の
国
内
経
済
は
（
政

府
経
済
見
通
し
）
、
物
価
の
安
定

を
基
．
調
に
国
内
民
間
需
要
を
中
心

と
し
た
景
気
の
着
実
な
拡
大
が
図

ら
れ
、
四
・
六
寳
程
度
の
実
質
成

長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
日
本
の
経
済
は
、
民
問

活
動
が
そ
の
主
体
を
な
す
も
の
で

あ
る
こ
と
、
国
際
環
境
の
変
化
に

は
予
見
し
難
い
．
要
素
が
多
い
こ
と

等
か
ら
、
今
後
こ
れ
ら
の
動
向
に

は
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
一
寳
、
過
疎
地
域
で
は
三

智
増
加
し
、

全
国
で
一
・
四
暫
、

い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

と
、

伸
び
が
大
き
く
、

国
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　
一

・
三

　
　
　
　
　
第
二
種
兼
業
農
家
が

　
　
　
　
　
　
　
過
疎
地
域
で

二
・
O
脅
減
少
す
る
と
い
う
新
し

　
農
家
の
部
門
別
生
産
額
を
み
る

　
　
過
疎
地
域
に
お
け
る
畜
産
の

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
比
重
も
全

農
産
加
工
の
伸
び
が
過
疎
地
域
に

お
い
て
は
全
国
に
対
し
て
半
分
以

下
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

・
畜
産
部
門
は
、
過
疎
地
域
、
全

国
と
も
に
増
加
率
の
最
も
大
き
い

部
門
で
あ
る
が
、
特
に
過
疎
地
域

に
お
け
る
増
加
率
は
、
い
ず
れ
の

期
間
を
と
っ
て
も
全
国
を
上
回
っ

て
お
り
、
五
十
．
五
年
に
は
全
体
の

三
割
以
上
の
比
率
を
占
め
る
に
至

っ
て
い
る
。
こ
れ
と
対
照
的
な
の

が
加
工
農
産
物
部
門
で
あ
り
、
過

疎
地
域
に
お
け
る
増
加
率
は
小
さ

い
。

戸
平
均
の
耕
作
面
積
は

　
　
　
　
　
わ
ず
か
○
．
七
七
ヘ
ジ
ル

　
松
之
山
町
の
農
家
数
は
、
四
十

五
年
か
ら
五
十
五
年
の
十
年
間
に

三
百
八
十
世
帯
（
二
四
・
六
警
）

減
少
し
て
い
る
．

　
産
業
別
就
業
者
数
で
は
、
農
林

業
な
ど
の
第
｝
次
産
業
が
、
四
十

五
年
の
七
六
・
三
新
か
ら
五
十
五

年
の
六
一
・
○
寳
と
一
五
・
三
智

減
少
し
て
い
る
反
面
、
建
設
業
や

製
造
業
な
ど
第
二
次
産
業
が
七
・

六
智
、
卸
・
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
第
二
次
産
業
が
七
・
七
替

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。

　
経
営
耕
地
面
積
は
、
四
十
五
年

高
齢
化
に
よ
る
引
退
等
で

農
業
就
業
人
口
は
減
少

　
農
業
就
業
人
口
は
、
五
十
六
年

度
以
降
、
労
働
力
、
需
給
が
緩
和
傾

向
で
推
移
し
た
こ
と
等
か
ら
、
減

少
率
は
鈍
化
し
て
お
り
、
五
十
八

年
度
は
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復

に
伴
う
。
ハ
ー
ト
タ
イ
ム
求
人
数
の

増
加
等
か
ら
、
女
子
を
中
心
に
減

少
率
が
高
ま
っ
た
が
、
五
十
九
年

に
は
二
．
二
警
と
再
び
減
少
率
は

縮
小
し
た
．

　
六
十
年
度
の
農
業
就
業
人
口
は
、

引
き
続
き
農
業
就
業
者
の
高
齢
化

に
よ
る
引
退
等
自
然
減
が
見
込
ま

れ
る
ほ
か
、
雇
用
情
勢
の
改
善
が

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
み

て
減
少
テ
ン
ポ
は
や
や
高
ま
り
、

二
賛
か
ら
四
暫
程
度
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
る
．

農
地
の
か
い
廃
面
積

　
　
　
　
　
横
ば
い
傾
向

　
耕
地
の
非
農
林
業
用
途
へ
の
か

い
廃
面
積
は
、
近
年
、
微
減
な
い

し
横
ば
い
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、

六
十
年
度
は
、
住
宅
建
設
、
設
備

投
資
の
回
復
等
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
最
近
の
動
向
か
ら
見
れ
ば
、

ほ
ぼ
横
ば
い
と
見
込
ま
れ
る
。

が
｝
・
一
九
二
診
、
五
十
五
年
が

八
九
八
診
で
こ
の
十
年
間
に
二
九

四
診
（
二
四
・
七
智
）
減
少
し
て

い
る
が
一
戸
平
均
耕
作
面
積
は
○
・

七
七
鴛
と
十
年
前
と
変
っ
て
い
な

い
。
　
昭
和
五
十
五
年
の
農
産
物
販
売

金
額
の
規
模
は
、
農
家
総
数
一
、

一
六
二
戸
で
、
販
売
な
し
が
一
〇

七
戸
（
九
、
二
智
）
、
百
万
円
以

下
が
八
一
九
戸
（
七
〇
・
五
智
）
、

百
万
以
上
が
二
三
六
戸
（
二
〇
・

三
智
）
と
零
細
農
家
が
多
い
。

高い伸びを続けた食料費も

50年代から鈍化

　
経
済
の
古
同

度
成
長
期
を

通
じ
て
高
い

伸
び
を
続
け

て
い
た
食
料

費
は
、
五
＋

年
代
に
入
り

安
定
成
長
の

も
と
で
そ
の

伸
び
は
鈍
化

し
て
き
た
。

　
田
一
取
近
に
お
け
る
食
料
費
は
総
じ

て
停
滞
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
が
、

こ
の
背
景
に
は
、
①
経
済
の
高
度

成
長
期
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
食

生
活
が
、
栄
養
的
に
も
ほ
ぼ
満
足

す
、
べ
き
水
準
に
達
し
て
お
り
、
食

生
活
の
変
化
が
従
来
に
比
し
て
、

よ
り
緩
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
②
豪
計
の
実
質
収
入
の

伸
び
が
鈍
化
す
る
な
か
で
、
実
収

入
に
占
め
る
非
消
費
支
出
、
土
地

家
屋
等
借
金
返
済
及
び
食
料
、
光

熱
・
水
道
・
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
・

授
業
料
等
家
計
に
と
っ
て
必
需
的

支
出
部
分
の
割
合
が
拡
大
し
、
実

収
入
か
ら
、
こ
れ
ら
必
要
的
支
出

を
差
し
引
い
た
家
計
の
自
由
裁
量

所
得
の
伸
び
が
、
実
収
入
の
伸
び

を
下
廻
っ
て
推
移
し
て
お
り
、
こ

れ
が
食
料
費
支
出
に
も
影
響
し
て

い
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

（単位：過疎と全国＝千戸・松之山＝1戸）専兼業別農家数
区　　　　　分 昭和45年 昭和50でr・ 昭和55年

．過　　　疎 全　　　い4 松之山町 過　　　　ガ來 令　　　　国 松之山町 ．過　　　　距束 ！iト　　　国 松之III町
峨　　　　業

　　　　245
（19．1）

　　　　345
（15．6）

　　　153
（9．9）

　　　　179
で置5．4）

　　　616
（】2．4）

　　　　138
（10．6）

　　　　185
（17．0）

　　　（523
（13．4㌧

　　　　124
（10．7）

へ享・1種兼業 　　　461
（35．9）

　　1．814
‘33．6、

　　　831
曳53．9）

　　　325
（28．（》）

　　1．259
（25．4）

　　　555
（42．6）

　　　　258
（23．8）

　　1．0（》2

（21．5）
　　　354
（30．5）

第2種兼裳’ 　　　　578
（45．（》）

　　2．743
（50．8）

　　　　558
（36．2）

　　　657
（56．6》

　　3．078
（62．1）

　　　611
（46．8）

　　　　（544
（59．2）

　　3．036
（65．2）

　　　684
（58．8）

農家総、数 1，284 5，402 1，542 1，162 4，953 1．3〔）4 1，088 4，661 1，162
（注）　1　農林巣セ’サスによるL　農林巣センサスによる。，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2・　「厚業震家」とは、世帯貝中に兼業1従嘔者が1人もいない農家をいい、　「兼叢農家1とは、世帯員中に鞭裳従弘者が1
　　人以Lいる震家をいう。　「等1種兼叢艘家』とは白家艘叢をLとする兼叢農家をいい、　「第2種兼藁震家」とはrl家農
　　瑛を耀足とする兼・裳農寡〔を・いうひ
3．　　（）内は兆，汝年における構成比である，，

稲
の
作
付
面
積

　
　
四
万
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
増

　
五
十
九
年
産
の
・
王
要
作
物
別
の

作
付
而
積
は
、
稲
が
他
用
途
利
用

米
（
．
土
．
万
三
、
七
五
〇
珍
膨
）
を
含

め
、
四
万
二
千
り
趣
増
の
二
三
一
万

五
千
診
と
な
っ
た
ほ
か
、
ば
れ
い

し
ょ
、
て
ん
さ
い
が
引
き
続
き
わ

ず
か
に
増
加
し
、
野
菜
は
ほ
ぼ
前

年
並
み
、
果
樹
、
飼
料
作
物
、
大

豆．

、
桑
は
引
き
早
続
き
減
少
七
た
。

作
付
延
べ
面
積
は
ほ
ぼ
前
年
並
み

に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

世
界
の
穀
物
生
産

　
　
　
　
　
　
緩
和
の
方
向

　
世
界
の
穀
物
生
産
は
、
ソ
連
筆

で
は
滅
産
と
な
っ
た
も
の
の
、
ア

メ
リ
カ
が
大
幅
に
回
復
し
た
ほ
か
、

中
国
、
西
欧
、
東
欧
等
で
増
産
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
体
で
は
か

な
り
大
き
く
増
加
し
、
在
庫
率
も

上
昇
す
る
と
み
ら
れ
、
需
給
は
総

じ
て
ひ
っ
迫
気
味
と
な
っ
た
前
年

度
に
比
べ
、
緩
和
の
方
向
で
推
移

し
て
い
る
。

　
大
豆
の
生
産
は
、
ア
メ
リ
カ
が

回
復
し
た
こ
と
に
加
え
、
ブ
ラ
ジ

ル
も
増
産
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

全
体
で
は
か
な
り
増
加
し
、
在
庫

率
も
上
昇
す
る
と
み
ら
れ
、
需
給

は
緩
和
の
方
向
で
推
移
し
て
い
る
。
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病
．

髪
、
茜

ズ
　
　
ぢ
ド

畷
蕩
．

　
　
　
0

　
ゐ
ヒ
．
し
、
灘
　

自
立
心
が
芽
生
え

　
　
　
　
　
　
友
達
関
係
が
緊
密
に
な
る

　
中
学
年
に
な
る
と
学
校
に
も
慣

れ
、
客
観
的
に
物
事
を
考
え
あ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
幼
稚
な
自

己
主
張
も
少
な
く
な
り
「
正
し
い

こ
と
」
　
「
公
平
で
あ
る
こ
と
」
と

い
っ
た
論
理
の
主
張
も
多
く
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
情
緒
的
に
も

安
定
し
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
泣
く
こ
と
も
低
学
年

時
代
に
比
べ
る
と
少
な
く
な
り
同

様
に
怒
り
の
．
面
で
も
、
あ
る
程
度

自
分
の
心
で
仰
制
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
立
心
が
芽
生
え
る
の

も
、
こ
の
時
期
で
す
。
親
や
教
師

に
依
存
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
時
代
か
ら
、
自
分
の
周
り

の
人
た
ち
、
す
な
わ
ち
友
達
へ
と

意
識
が
変
っ
て
き
ま
す
。
集
団
的

な
活
動
、
組
織
的
な
行
動
が
活
発

に
な
っ
て
く
る
の
も
こ
の
時
期
の

特
徴
で
す
．

　
グ
ル
ー
プ
が
だ
ん
だ
ん
膨
ら
み
、

十
人
ぐ
ら
い
で
構
成
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
友
達
と

の
仲
間
関
係
が
た
い
へ
ん
緊
密
に

な
り
、
組
織
も
安
｛
疋
し
強
い
も
の

に
な
っ
て
き
ま
す
。
中
学
年
の
子

供
た
ち
を
称
し
て
．
ギ
ャ
ン
グ
エ

イ
．
シ
”
と
言
う
よ
う
に
、
集
団
で

元
気
い
っ
ぱ
い
活
躍
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

物
事
を
や
り
と
げ

　
よ
う
と
す
る
意
識

　
　
　
　
　
が
出
て
く
る

　
親
や
教
師
の
善
、
口
う
こ
と
よ
り
も
、

友
達
の
言
う
こ
と
を
大
事
に
す
る

こ
の
時
期
に
は
、
ボ
ス
的
存
在
の

児
竜
．
が
現
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま

家
庭
で
は
、

生
活
の
「
約
束
」

　
中
学
年
時
代
は
、
小
学
校
六
年

間
の
中
、
で
も
、
い
ち
ば
ん
基
本
的

生
活
習
慣
が
身
に
つ
く
と
き
だ
と

言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
時
期
に
白

・
、
王
性
、
自
律
性
の
芽
生
え
を
正
し

く
伸
ば
し
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

　
学
校
で
の
基
本
的
な
行
動
様
式
、

特
に
中
学
年
と
し
て
は
基
礎
・
基
．

本
に
な
る
学
力
を
身
に
つ
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
き
だ
け
に
、
授

業
中
の
き
ま
り
、
集
団
行
動
の
き

ま
り
に
つ
い
て
は
確
実
に
定
若
さ

せ
る
よ
う
に
、
日
軌
ご
ろ
の
指
導
を

し
っ
か
り
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま

た
反
而
、
協
力
し
て
物
事
を
や
り

遂
げ
よ
う
と
す
る
意
識
も
出
て
く

る
よ
う
．
で
す
。
集
団
を
t
手
に
利

用
し
て
所
属
感
を
各
自
に
も
た
せ

　
次
の
よ
う
な
指
導
を
し
た
い
も

の
で
す
。

▼
自
分
が
み
ん
な
か
ら
認
め
て
も

　
ら
っ
て
い
る
と
い
う
満
足
感
が

　
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

▼
集
団
活
動
を
通
し
て
正
し
い
在

　
り
方
を
体
得
さ
せ
る
。

▼
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
成
さ

　
せ
る
．

▼
自
主
性
を
高
め
さ
せ
る
。

親
と
子
の
話
し
合
い
で

を
つ
く
ろ
う

　
す
．

　
　
な
お
、
家
庭
で
も
、
親
と
子
の

　
話
し
八
n
い
で
「
約
束
」
を
つ
く
っ

　
て
、
生
活
の
き
ま
り
と
し
て
守
る

　
よ
う
に
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
▼
テ
レ
ビ
視
聴
の
時
間
。

　
▼
家
庭
で
の
仕
事
の
分
担
。

　
▼
家
庭
学
習
の
時
間
。

　
▼
起
床
と
就
寝
の
時
間
。

　
　
学
校
・
家
庭
を
問
わ
ず
、
生
活

　
習
慣
や
行
動
様
式
を
身
に
つ
け
る

　
最
も
大
事
な
と
き
だ
け
に
、
特
に

　
家
庭
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
指

　
導
を
続
け
た
い
も
の
で
す
。

子
供
を

つ
き
あ
い
上
手

　
　
　
に
す
る
に
は

自
主
性
を
尊
重
す
る

　
親
が
子
供
に
過
剰
な
期
待
を

か
け
す
ぎ
る
と
、
子
供
は
委
縮

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
子

供
の
遊
び
相
手
や
遊
び
方
な
ど

に
細
か
く
口
出
し
す
る
の
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
芽

生
え
て
き
た
積
極
性
を
摘
み
取

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
か
ら
で
す
。
子
供
の
自
主

性
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
。

遊
び
道
具
を

　
　
　
　
与
え
す
ぎ
な
い

　
お
も
ち
ゃ
、
ゲ
ー
ム
、
テ
レ

ビ
な
ど
子
供
の
遊
び
の
対
象
と

な
る
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
遊
び
道
具
の
与
え
す

ぎ
や
テ
レ
ビ
の
見
す
ぎ
は
、
体

を
使
わ
な
い
、
独
り
遊
び
を
好

む
子
供
に
し
て
し
ま
わ
な
い
と

も
限
り
ま
せ
ん
。

　
創
造
性
や
探
求
心
を
育
て
る

た
め
に
は
、
遊
び
の
中
に
工
夫

す
る
余
地
の
あ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
遊
び
道
具
が
十

小学校
高学年

の指導

〕

夢期諸習

一懸掌

て

⑬まつのやま

知
能
が
い
ち
ば
ん
発
達
す
る
時
期

　
　
論
理
的
記
憶
も
出
て
く
る

　
高
学
年
に
な
る
と
精
神
的
に
も

大
き
な
発
達
を
示
す
よ
う
に
な
り

ま
す
。
客
観
的
知
覚
・
思
考
・
社

会
性
な
ど
が
分
化
し
て
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
物
事
を

客
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期

の
知
的
な
能
力
の
発
達
は
、
一
生

で
・
い
ち
ば
ん
大
き
い
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
単
に
物
を
覚
え
る
こ
と
に

優
れ
る
だ
け
で
な
く
、
順
序
や
形

式
な
ど
を
考
え
、
大
意
を
つ
か
ん

で
の
論
理
的
記
憶
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
考
え
る
力
に
つ
い

て
も
、
さ
ら
に
幅
広
い
怒
り
や
悲

し
み
、
哀
れ
な
ど
の
情
緒
面
も
発

達
し
な
が
ら
心
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
性
の
発
達
も
大
き

く
　
集
団
の
成
員
と
し
て
の
行
動

が
多
く
な
り
、
中
学
年
に
も
増
し

て
友
達
関
係
に
つ
い
て
気
を
遺
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も

に
男
女
両
性
の
特
徴
が
目
立
っ
て

く
る
に
従
い
、
お
互
い
に
意
識
し

た
行
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
一
方
、
最
近
あ
子
供
の
傾
向
と

し
て
、
根
気
強
さ
、
粘
り
強
さ
に

欠
け
る
こ
と
や
責
任
感
の
不
足
、

物
事
の
や
り
っ
ぱ
な
し
、
実
行
力

自
己
本
位
で
か
っ
て
な
振
る
舞
い

が
多
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

指
導
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
非

行
等
に
大
き
く
曲
が
っ
て
い
く
心

配
も
あ
る
の
で
、
特
に
注
意
が
必

要
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
、
性
的
に
も
大

の
不
足
、
周
り
の
物
事
に
無
関
心
、

き
な
変
化
が
あ
り
ま
す
。
女
子
は

五
年
生
ぐ
ら
い
か
ら
初
潮
を
迎
え

る
子
供
が
で
て
き
て
、
女
ら
し
い

体
に
な
っ
て
き
ま
す
。
男
子
は
し

だ
い
に
た
く
ま
し
く
な
り
、
男
ら

し
い
体
つ
き
に
な
っ
て
き
ま
す
。

最
近
は
性
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ

ふ
れ
、
子
供
は
、
い
や
お
う
な
し

に
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
性
に
関
心
を
も
つ

子
が
以
前
に
比
較
し
大
変
多
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
性
教
育
の
う

え
で
も
大
切
な
時
期
に
あ
る
と
言

え
ま
す
。男女の特徴が目立ってくる

性非行に注意する

　
高
学
年
は
、
特
に
自
主
的
、
自

律
的
な
行
動
が
要
求
さ
れ
る
時
期

で
す
。
教
科
特
別
活
動
を
通
し
て

自
主
的
な
活
動
が
必
要
で
す
。
最

近〕、

高
学
年
児
童
に
積
極
的
に
物

事
を
計
画
し
実
行
す
る
姿
勢
が
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
、
松

之
山
の
子
供
た
ち
へ
の
調
査
結
果

か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
生
活
を
自
分
で
管
理
で

き
る
力
を
養
う
こ
と
が
、
特
に
望

ま
れ
ま
す
。
自
分
で
計
画
が
立
て

ら
れ
る
、
立
て
た
計
画
を
や
り
遂

げ
る
、
他
人
，
に
左
右
さ
れ
ず
に
自

分
の
生
活
が
つ
く
れ
る
。
な
ど
を

日
版
、
｝
ろ
の
指
導
の
中
で
培
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
高
学
年
は
、
基
．
本
的
生
活
習
慣

の
｛
疋
蒲
期
と
言
え
ま
す
。
児
童
が

主
体
的
に
自
主
・
自
律
の
心
で
生

き
生
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
、
一

入
ひ
と
り
の
児
童
の
実
態
を
つ
か

み
、
た
ゆ
ま
ね
適
切
な
指
導
、
そ

し
て
、
そ
の
状
況
の
評
価
、
温
か

い
児
童
と
教
師
の
つ
な
が
り
の
中

で
実
践
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
．
　
特
に
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
教

師
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
の

子
供
た
ち
の
行
動
で
す
。
掃
除
の

と
き
の
他
所
で
の
行
動
、
ク
ラ
ブ

や
委
員
会
活
動
で
の
様
子
な
ど
、

情
報
交
換
を
怠
る
と
、
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
状
態
を
醸
成
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

分
で
な
く
て
も
、
お
互
い
が
譲

り
合
う
こ
と
で
友
達
づ
き
あ
い

を
う
ま
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
よ
う
。

積
極
性
を

　
　
　
身
に
つ
け
さ
せ
る

　
幼
児
期
に
は
人
間
と
し
て
の

知
識
や
能
力
を
急
速
に
獲
得
し

て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
時
期

に
こ
そ
体
を
動
か
す
遊
び
を
通

し
て
、
積
極
性
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
積
極

性
が
、
多
く
の
友
人
関
係
を
つ

く
る
う
え
で
、
よ
り
効
果
的
だ

か
ら
で
す
。

け
ん
か
も
成
長
の
一
過
程

　
子
供
の
世
界
に
け
ん
か
は
つ

き
も
の
。
見
方
に
よ
っ
て
は
好

ま
し
い
成
長
の
一
過
程
で
す
。

け
ん
か
の
仕
方
が
危
険
な
場
合

は
別
に
し
て
、
大
人
が
す
ぐ
に

手
や
口
を
出
す
の
は
考
え
も
の
。

子
供
は
け
ん
か
を
通
し
て
お
互

い
の
考
え
を
知
り
、
相
手
を
認

め
て
譲
る
こ
と
も
身
に
つ
け
て

い
↑
の
で
す
。
自
分
の
主
張
を

言
い
張
る
か
、
引
っ
込
め
る
か

の
”
呼
吸
”
を
覚
ギ
、
友
達
と

の
つ
き
あ
い
も
上
手
に
な
っ
て

い
く
の
で
す
。
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小学校

中学年

　の指導

病
．

髪
、
茜

ズ
　
　
ぢ
ド

畷
蕩
．

　
　
　
0

　
ゐ
ヒ
．
し
、
灘
　

自
立
心
が
芽
生
え

　
　
　
　
　
　
友
達
関
係
が
緊
密
に
な
る

　
中
学
年
に
な
る
と
学
校
に
も
慣

れ
、
客
観
的
に
物
事
を
考
え
あ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
幼
稚
な
自

己
主
張
も
少
な
く
な
り
「
正
し
い

こ
と
」
　
「
公
平
で
あ
る
こ
と
」
と

い
っ
た
論
理
の
主
張
も
多
く
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
情
緒
的
に
も

安
定
し
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
泣
く
こ
と
も
低
学
年

時
代
に
比
べ
る
と
少
な
く
な
り
同

様
に
怒
り
の
．
面
で
も
、
あ
る
程
度

自
分
の
心
で
仰
制
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
立
心
が
芽
生
え
る
の

も
、
こ
の
時
期
で
す
。
親
や
教
師

に
依
存
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
時
代
か
ら
、
自
分
の
周
り

の
人
た
ち
、
す
な
わ
ち
友
達
へ
と

意
識
が
変
っ
て
き
ま
す
。
集
団
的

な
活
動
、
組
織
的
な
行
動
が
活
発

に
な
っ
て
く
る
の
も
こ
の
時
期
の

特
徴
で
す
．

　
グ
ル
ー
プ
が
だ
ん
だ
ん
膨
ら
み
、

十
人
ぐ
ら
い
で
構
成
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
友
達
と

の
仲
間
関
係
が
た
い
へ
ん
緊
密
に

な
り
、
組
織
も
安
｛
疋
し
強
い
も
の

に
な
っ
て
き
ま
す
。
中
学
年
の
子

供
た
ち
を
称
し
て
．
ギ
ャ
ン
グ
エ

イ
．
シ
”
と
言
う
よ
う
に
、
集
団
で

元
気
い
っ
ぱ
い
活
躍
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

物
事
を
や
り
と
げ

　
よ
う
と
す
る
意
識

　
　
　
　
　
が
出
て
く
る

　
親
や
教
師
の
善
、
口
う
こ
と
よ
り
も
、

友
達
の
言
う
こ
と
を
大
事
に
す
る

こ
の
時
期
に
は
、
ボ
ス
的
存
在
の

児
竜
．
が
現
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま

家
庭
で
は
、

生
活
の
「
約
束
」

　
中
学
年
時
代
は
、
小
学
校
六
年

間
の
中
、
で
も
、
い
ち
ば
ん
基
本
的

生
活
習
慣
が
身
に
つ
く
と
き
だ
と

言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
時
期
に
白

・
、
王
性
、
自
律
性
の
芽
生
え
を
正
し

く
伸
ば
し
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

　
学
校
で
の
基
本
的
な
行
動
様
式
、

特
に
中
学
年
と
し
て
は
基
礎
・
基
．

本
に
な
る
学
力
を
身
に
つ
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
き
だ
け
に
、
授

業
中
の
き
ま
り
、
集
団
行
動
の
き

ま
り
に
つ
い
て
は
確
実
に
定
若
さ

せ
る
よ
う
に
、
日
軌
ご
ろ
の
指
導
を

し
っ
か
り
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま

た
反
而
、
協
力
し
て
物
事
を
や
り

遂
げ
よ
う
と
す
る
意
識
も
出
て
く

る
よ
う
．
で
す
。
集
団
を
t
手
に
利

用
し
て
所
属
感
を
各
自
に
も
た
せ

　
次
の
よ
う
な
指
導
を
し
た
い
も

の
で
す
。

▼
自
分
が
み
ん
な
か
ら
認
め
て
も

　
ら
っ
て
い
る
と
い
う
満
足
感
が

　
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

▼
集
団
活
動
を
通
し
て
正
し
い
在

　
り
方
を
体
得
さ
せ
る
。

▼
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
成
さ

　
せ
る
．

▼
自
主
性
を
高
め
さ
せ
る
。

親
と
子
の
話
し
合
い
で

を
つ
く
ろ
う

　
す
．

　
　
な
お
、
家
庭
で
も
、
親
と
子
の

　
話
し
八
n
い
で
「
約
束
」
を
つ
く
っ

　
て
、
生
活
の
き
ま
り
と
し
て
守
る

　
よ
う
に
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
▼
テ
レ
ビ
視
聴
の
時
間
。

　
▼
家
庭
で
の
仕
事
の
分
担
。

　
▼
家
庭
学
習
の
時
間
。

　
▼
起
床
と
就
寝
の
時
間
。

　
　
学
校
・
家
庭
を
問
わ
ず
、
生
活

　
習
慣
や
行
動
様
式
を
身
に
つ
け
る

　
最
も
大
事
な
と
き
だ
け
に
、
特
に

　
家
庭
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
指

　
導
を
続
け
た
い
も
の
で
す
。

子
供
を

つ
き
あ
い
上
手

　
　
　
に
す
る
に
は

自
主
性
を
尊
重
す
る

　
親
が
子
供
に
過
剰
な
期
待
を

か
け
す
ぎ
る
と
、
子
供
は
委
縮

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
子

供
の
遊
び
相
手
や
遊
び
方
な
ど

に
細
か
く
口
出
し
す
る
の
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
芽

生
え
て
き
た
積
極
性
を
摘
み
取

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
か
ら
で
す
。
子
供
の
自
主

性
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
。

遊
び
道
具
を

　
　
　
　
与
え
す
ぎ
な
い

　
お
も
ち
ゃ
、
ゲ
ー
ム
、
テ
レ

ビ
な
ど
子
供
の
遊
び
の
対
象
と

な
る
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
遊
び
道
具
の
与
え
す

ぎ
や
テ
レ
ビ
の
見
す
ぎ
は
、
体

を
使
わ
な
い
、
独
り
遊
び
を
好

む
子
供
に
し
て
し
ま
わ
な
い
と

も
限
り
ま
せ
ん
。

　
創
造
性
や
探
求
心
を
育
て
る

た
め
に
は
、
遊
び
の
中
に
工
夫

す
る
余
地
の
あ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
遊
び
道
具
が
十
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知
能
が
い
ち
ば
ん
発
達
す
る
時
期

　
　
論
理
的
記
憶
も
出
て
く
る

　
高
学
年
に
な
る
と
精
神
的
に
も

大
き
な
発
達
を
示
す
よ
う
に
な
り

ま
す
。
客
観
的
知
覚
・
思
考
・
社

会
性
な
ど
が
分
化
し
て
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
物
事
を

客
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期

の
知
的
な
能
力
の
発
達
は
、
一
生

で
・
い
ち
ば
ん
大
き
い
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
単
に
物
を
覚
え
る
こ
と
に

優
れ
る
だ
け
で
な
く
、
順
序
や
形

式
な
ど
を
考
え
、
大
意
を
つ
か
ん

で
の
論
理
的
記
憶
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
考
え
る
力
に
つ
い

て
も
、
さ
ら
に
幅
広
い
怒
り
や
悲

し
み
、
哀
れ
な
ど
の
情
緒
面
も
発

達
し
な
が
ら
心
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
性
の
発
達
も
大
き

く
　
集
団
の
成
員
と
し
て
の
行
動

が
多
く
な
り
、
中
学
年
に
も
増
し

て
友
達
関
係
に
つ
い
て
気
を
遺
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も

に
男
女
両
性
の
特
徴
が
目
立
っ
て

く
る
に
従
い
、
お
互
い
に
意
識
し

た
行
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
一
方
、
最
近
あ
子
供
の
傾
向
と

し
て
、
根
気
強
さ
、
粘
り
強
さ
に

欠
け
る
こ
と
や
責
任
感
の
不
足
、

物
事
の
や
り
っ
ぱ
な
し
、
実
行
力

自
己
本
位
で
か
っ
て
な
振
る
舞
い

が
多
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

指
導
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
非

行
等
に
大
き
く
曲
が
っ
て
い
く
心

配
も
あ
る
の
で
、
特
に
注
意
が
必

要
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
、
性
的
に
も
大

の
不
足
、
周
り
の
物
事
に
無
関
心
、

き
な
変
化
が
あ
り
ま
す
。
女
子
は

五
年
生
ぐ
ら
い
か
ら
初
潮
を
迎
え

る
子
供
が
で
て
き
て
、
女
ら
し
い

体
に
な
っ
て
き
ま
す
。
男
子
は
し

だ
い
に
た
く
ま
し
く
な
り
、
男
ら

し
い
体
つ
き
に
な
っ
て
き
ま
す
。

最
近
は
性
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ

ふ
れ
、
子
供
は
、
い
や
お
う
な
し

に
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
性
に
関
心
を
も
つ

子
が
以
前
に
比
較
し
大
変
多
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
性
教
育
の
う

え
で
も
大
切
な
時
期
に
あ
る
と
言

え
ま
す
。男女の特徴が目立ってくる

性非行に注意する

　
高
学
年
は
、
特
に
自
主
的
、
自

律
的
な
行
動
が
要
求
さ
れ
る
時
期

で
す
。
教
科
特
別
活
動
を
通
し
て

自
主
的
な
活
動
が
必
要
で
す
。
最

近〕、

高
学
年
児
童
に
積
極
的
に
物

事
を
計
画
し
実
行
す
る
姿
勢
が
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
、
松

之
山
の
子
供
た
ち
へ
の
調
査
結
果

か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
生
活
を
自
分
で
管
理
で

き
る
力
を
養
う
こ
と
が
、
特
に
望

ま
れ
ま
す
。
自
分
で
計
画
が
立
て

ら
れ
る
、
立
て
た
計
画
を
や
り
遂

げ
る
、
他
人
，
に
左
右
さ
れ
ず
に
自

分
の
生
活
が
つ
く
れ
る
。
な
ど
を

日
版
、
｝
ろ
の
指
導
の
中
で
培
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
高
学
年
は
、
基
．
本
的
生
活
習
慣

の
｛
疋
蒲
期
と
言
え
ま
す
。
児
童
が

主
体
的
に
自
主
・
自
律
の
心
で
生

き
生
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
、
一

入
ひ
と
り
の
児
童
の
実
態
を
つ
か

み
、
た
ゆ
ま
ね
適
切
な
指
導
、
そ

し
て
、
そ
の
状
況
の
評
価
、
温
か

い
児
童
と
教
師
の
つ
な
が
り
の
中

で
実
践
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
．
　
特
に
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
教

師
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
の

子
供
た
ち
の
行
動
で
す
。
掃
除
の

と
き
の
他
所
で
の
行
動
、
ク
ラ
ブ

や
委
員
会
活
動
で
の
様
子
な
ど
、

情
報
交
換
を
怠
る
と
、
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
状
態
を
醸
成
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

分
で
な
く
て
も
、
お
互
い
が
譲

り
合
う
こ
と
で
友
達
づ
き
あ
い

を
う
ま
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
よ
う
。

積
極
性
を

　
　
　
身
に
つ
け
さ
せ
る

　
幼
児
期
に
は
人
間
と
し
て
の

知
識
や
能
力
を
急
速
に
獲
得
し

て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
時
期

に
こ
そ
体
を
動
か
す
遊
び
を
通

し
て
、
積
極
性
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
積
極

性
が
、
多
く
の
友
人
関
係
を
つ

く
る
う
え
で
、
よ
り
効
果
的
だ

か
ら
で
す
。

け
ん
か
も
成
長
の
一
過
程

　
子
供
の
世
界
に
け
ん
か
は
つ

き
も
の
。
見
方
に
よ
っ
て
は
好

ま
し
い
成
長
の
一
過
程
で
す
。

け
ん
か
の
仕
方
が
危
険
な
場
合

は
別
に
し
て
、
大
人
が
す
ぐ
に

手
や
口
を
出
す
の
は
考
え
も
の
。

子
供
は
け
ん
か
を
通
し
て
お
互

い
の
考
え
を
知
り
、
相
手
を
認

め
て
譲
る
こ
と
も
身
に
つ
け
て

い
↑
の
で
す
。
自
分
の
主
張
を

言
い
張
る
か
、
引
っ
込
め
る
か

の
”
呼
吸
”
を
覚
ギ
、
友
達
と

の
つ
き
あ
い
も
上
手
に
な
っ
て

い
く
の
で
す
。
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相
互
扶
助
を
目
的
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
営
さ
れ
て
い

健康を守る
国民健康保険

　
ふ
だ
ん
私
た
ち
は
健
康
で
あ
っ

て
も
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な

病
気
や
け
が
を
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
病
気
や
け
が
を
し
て
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
と
お
金
が
か
か

り
ま
す
。
も
し
お
金
が
な
く
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
ら
大
変
な
事
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
国
民
は
だ
れ
で
も
、
ど
こ
か
の

健
康
保
険
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
「
国
民
皆
保
険
」
と
い

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
国

る

民
健
康
保
険
（
国
保
）
が
あ
り
ま

す
。
　
国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
等
の

各
種
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な
い

方
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
医
療
費
の
家
計
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
す
る
た
め
に
、
ふ
だ
ん

か
ら
お
金
を
出
し
合
い
、
病
気
や

け
が
に
あ
っ
た
と
き
の
医
療
費
に

あ
て
よ
う
と
い
う
、
相
互
扶
助
を

目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
健
康
と
生
活
を
守
る

た
め
の
大
切
な
制
度
で
す
。

国
保
に
加
入
す
る
人

　
国
保
に
加
入
し
、
保
険
税
を
払

っ
て
保
険
の
利
益
を
う
け
る
人
を

被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

　
会
社
へ
勤
め
て
い
る
人
や
そ
の

家
族
は
、
職
場
の
健
康
保
険
、
共

済
組
合
へ
加
入
で
き
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
入
っ
て
い
な

い
人
が
国
保
に
加
入
し
ま
す
。
加

入
者
が
七
〇
歳
（
寝
た
き
り
の
人

は
六
十
五
歳
）
に
な
る
と
老
人
保

健
法
の
適
用
を
う
け
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
退
職
者
は
退
職
医

療
制
度
に
よ
り
、
医
療
を
う
け
ま

す
。加

入
は
世
帯
ご
と

　
加
入
は
世
帯
ご
と
に
し
ま
す
。

そ
し
て
、
一
世
帯
に
一
枚
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
同
じ
住
居

に
住
ん
で
家
計
が
い
っ
し
ょ
の
人

は
同
じ
世
帯
に
な
り
ま
す
。

7
割
は
国
保
で
負
担

　
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
国

保
を
取
り
扱
う
病
院
、
診
療
所
で

治
療
を
受
け
た
と
き
、
そ
の
か
か

っ
た
医
療
費
の
三
割
を
自
分
で
払

い
、
残
り
七
割
は
国
保
が
負
担
し

ま
す
。療
養
費
の
支
給

　
国
保
で
診
療
を
受
け
る
場
合
、

保
険
証
を
提
出
し
て
国
保
を
扱
っ

て
い
る
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の

が
原
則
で
す
。
し
か
し
旅
行
中
急

病
に
な
っ
て
、
国
保
を
取
り
扱
っ

て
い
な
い
病
院
へ
か
つ
ぎ
込
ま
れ

た
り
、
あ
る
い
は
保
険
医
で
あ
っ

て
も
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
り
し
た
と
き
は
、
か
か
っ
た
医

療
費
は
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
や
む
を

え
な
い
理
由
で
国
保
で
診
療
が
受

け
ら
れ
な
か
）
た
と
き
は
、
あ
と

閣
で
国
保
の
窓
口
へ
請
求
し
て
下
さ

い
。
国
保
で
査
定
し
た
金
額
の
七

割
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

助
産
費
の
支
給

　
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き
、
助

産
費
と
し
て
一
五
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
葬
祭
費
の
支
給

　
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
葬

祭
費
と
し
て
二
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。古

同
額
療
養
費

①
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
、
一

人
、
一
カ
月
、
一
つ
の
病
院
に
つ

い
て
五
万
一
千
円
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
分
は
国
保
が
負
担
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
低
所
得
者
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
）
に
つ
い
て
は
三
万

円
で
す
。

②
同
一
月
、
同
一
世
帯
に
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
三
万
円
（
低
所

得
者
は
二
万
一
千
円
）
以
上
の
場

合
が
二
回
以
上
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
額
を
合
算
し
て
五
万
一
千
円
以

上
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
国
保

が
負
担
し
ま
す
。

③
一
年
間
に
、
同
一
世
帯
に
対
し
、

高
額
療
養
費
の
支
給
が
四
回
以
上

あ
っ
た
場
合
に
、
四
回
以
降
か
ら

は
、
自
己
負
担
額
が
三
万
円
（
低

所
得
者
は
二
万
一
千
円
Y
を
超
え

た
分
に
つ
い
て
は
国
保
が
負
担
し

ま
す
。

⑯まつのやま

10月は

国保強調月間

退職者医療制度には

どんな人が

　　　加入するか

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

会
社
や
役
所
・
団
体
・
学
校
な
ど

永
年
勤
め
て
年
金
を
も
ら
っ
て
い

る
七
十
歳
未
満
の
人
お
よ
び
そ
の

家
族
は
、
医
療
に
つ
い
て
は
国
民

健
康
保
険
か
ら
離
れ
て
、
退
職
者

医
療
制
度
に
移
り
、
そ
の
被
保
険

者
、
扶
養
家
族
と
し
て
診
療
を
受

－
つ
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る
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と
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り
ま
す
。

　
退
職
医
療
制
度
の
加
入
者
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
自
己
負
担
で
診
療
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
退
職
被
保
険
者
本
人

　
入
院
・
外
来
1
1
二
割
。

▽
被
扶
養
者

　
入
院
一
二
割
。
外
来
碍
三
割
。

70歳に達すると

老人保健に

　　　　移ります

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
七

十
歳
（
寝
た
き
り
の
人
は
六
十
五

歳
）
に
達
す
る
と
老
人
保
健
に
よ

っ
て
医
療
を
う
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
場
合
、
　
「
保
険
証
」
と
町
か

ら
交
付
さ
れ
た
「
受
給
者
証
」
を
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喰
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功
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あ
鵬

多
診

病
院
窓
口
で
提
示
し
ま
す
。

　
外
来
で
診
療
を
受
け
る
場
合
ば
、

一
カ
月
一
つ
の
医
療
機
関
に
四
百

円
の
一
部
負
担
金
を
最
初
の
診
療

の
日
に
支
払
い
ま
す
。

　
入
院
の
場
合
は
一
日
三
百
円
の

一
部
負
担
金
を
ニ
カ
月
間
支
払
い

ま
す
。豊かなくらしと

　　住みよい社会をつくる

郵便貯金月間

10月1日～31日
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。
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。
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、
相
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扶
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を

目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
健
康
と
生
活
を
守
る

た
め
の
大
切
な
制
度
で
す
。

国
保
に
加
入
す
る
人

　
国
保
に
加
入
し
、
保
険
税
を
払

っ
て
保
険
の
利
益
を
う
け
る
人
を

被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

　
会
社
へ
勤
め
て
い
る
人
や
そ
の

家
族
は
、
職
場
の
健
康
保
険
、
共

済
組
合
へ
加
入
で
き
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
入
っ
て
い
な

い
人
が
国
保
に
加
入
し
ま
す
。
加

入
者
が
七
〇
歳
（
寝
た
き
り
の
人

は
六
十
五
歳
）
に
な
る
と
老
人
保

健
法
の
適
用
を
う
け
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
退
職
者
は
退
職
医

療
制
度
に
よ
り
、
医
療
を
う
け
ま

す
。加

入
は
世
帯
ご
と

　
加
入
は
世
帯
ご
と
に
し
ま
す
。

そ
し
て
、
一
世
帯
に
一
枚
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
同
じ
住
居

に
住
ん
で
家
計
が
い
っ
し
ょ
の
人

は
同
じ
世
帯
に
な
り
ま
す
。
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で
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け
が
を
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と
き
、
国

保
を
取
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病
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、
診
療
所
で

治
療
を
受
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た
と
き
、
そ
の
か
か

っ
た
医
療
費
の
三
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を
自
分
で
払
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、
残
り
七
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は
国
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が
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担
し

ま
す
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の
支
給

　
国
保
で
診
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を
受
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る
場
合
、
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を
提
出
し
て
国
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を
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て
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る
お
医
者
さ
ん
に
か
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る
の

が
原
則
で
す
。
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し
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行
中
急

病
に
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て
、
国
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を
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な
い
病
院
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か
つ
ぎ
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ま
れ
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り
、
あ
る
い
は
保
険
医
で
あ
っ

て
も
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
か
っ
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り
し
た
と
き
は
、
か
か
っ
た
医

療
費
は
全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
や
む
を

え
な
い
理
由
で
国
保
で
診
療
が
受

け
ら
れ
な
か
）
た
と
き
は
、
あ
と

閣
で
国
保
の
窓
口
へ
請
求
し
て
下
さ

い
。
国
保
で
査
定
し
た
金
額
の
七

割
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

助
産
費
の
支
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加
入
者
が
出
産
し
た
と
き
、
助

産
費
と
し
て
一
五
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
葬
祭
費
の
支
給

　
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
葬

祭
費
と
し
て
二
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
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同
額
療
養
費

①
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
、
一

人
、
一
カ
月
、
一
つ
の
病
院
に
つ

い
て
五
万
一
千
円
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
分
は
国
保
が
負
担
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
低
所
得
者
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
）
に
つ
い
て
は
三
万

円
で
す
。

②
同
一
月
、
同
一
世
帯
に
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
三
万
円
（
低
所

得
者
は
二
万
一
千
円
）
以
上
の
場

合
が
二
回
以
上
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
額
を
合
算
し
て
五
万
一
千
円
以

上
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
国
保

が
負
担
し
ま
す
。

③
一
年
間
に
、
同
一
世
帯
に
対
し
、

高
額
療
養
費
の
支
給
が
四
回
以
上

あ
っ
た
場
合
に
、
四
回
以
降
か
ら

は
、
自
己
負
担
額
が
三
万
円
（
低

所
得
者
は
二
万
一
千
円
Y
を
超
え

た
分
に
つ
い
て
は
国
保
が
負
担
し

ま
す
。
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どんな人が
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

会
社
や
役
所
・
団
体
・
学
校
な
ど

永
年
勤
め
て
年
金
を
も
ら
っ
て
い

る
七
十
歳
未
満
の
人
お
よ
び
そ
の

家
族
は
、
医
療
に
つ
い
て
は
国
民

健
康
保
険
か
ら
離
れ
て
、
退
職
者

医
療
制
度
に
移
り
、
そ
の
被
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と
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の
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者
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の
よ
う
な
自
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負
担
で
診
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を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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被
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者
本
人

　
入
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・
外
来
1
1
二
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。
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被
扶
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者

　
入
院
一
二
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。
外
来
碍
三
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。
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国
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健
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の
加
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者
が
七

十
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（
寝
た
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り
の
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は
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に
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と
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人
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に
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の
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に
四
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の
一
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最
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の
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ま
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入
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の
場
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百
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の
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部
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置

と
相

木「

高田営林署

　
高
田
営
林
署
は
、
新
た
な
時
代

に
対
応
し
た
森
林
づ
く
り
を
目
ざ

し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り
運

動
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
が
、
本

年
は
国
際
森
林
年
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
ほ
ど
「
木
と
緑
の
相

談
窓
口
」
を
設
置
し
た
。

　
森
林
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
記

念
植
樹
、
体
験
林
業
、
分
収
造
林
、

分
収
育
林
、
林
産
物
な
ど
、
森
林

や
林
業
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

85国際森林年

▽
木
と
緑
の
相
談
窓
口

○
高
田
営
林
署

上
越
市
本
城
町
二
ー
三

費
〇
二
五
五
i
二
四
ー
一
二
八
O

O
関
山
担
当
区
事
務
所
（
妙
高
村
）

奮
〇
二
五
五
ー
八
二
－
二
〇
三
三

〇
妙
高
担
当
区
事
務
所
（
妙
高
高

　
原
町
）

費
〇
二
五
五
ー
八
六
…
二
一
七
四

〇
糸
魚
川
担
当
区
事
務
所
（
糸
魚

　
川
市
）

君
〇
二
五
五
五
ー
二
ー
〇
五
五
九

段
藷剃

　
狂
犬
病
予
防
注
射
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
春
（
六
月
）
に
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
た
犬
は
、
今
回
は

対
象
外
で
す
。
春
の
予
防
注
射
後

に
生
ま
れ
た
大
等
が
対
象
と
な
り

ま
す
．

　
対
象
犬
の
い
る
人
は
、
印
鑑
・

愛
犬
手
帳
を
持
参
し
て
、
犬
は
丈

夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い
で
、
き
て

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
衛
生

係
へ
．

▽
十
月
十
五
日
（
火
）

○
午
後
一
時
半
か
ら
二
時
半
ま
で

○
松
之
山
町
役
場

▽
料
金

〇
一
頭
に
つ
き
四
、
七
〇
〇
円

　
昨
年
、
全
国
で
起
き
た
空
き
巣

や
窃
盗
は
、
十
分
間
に
五
・
七
件

　
泥
棒
は
、
あ
な
た
の
に
ん
の
ち

よ
つ
と
し
た
ス
キ
を
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず

カ
ギ
を
か
け
る
と
同
時
に
、
隣
近

所
に
声
を
か
け
る
こ
と
も
お
忘
れ

な
く
。

　
（
登
録
料
二
、
一
〇
〇
円
、
注

射
料
二
、
六
〇
〇
円
）

　
先
の
通
常
国
会
で
、
狂
犬
病
予

防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
従
来

年
二
回
実
施
し
て
い
た
狂
犬
病
予

防
注
射
が
、
新
し
い
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
に
伴
い
、
年
一
回
に
改

め
ら
れ
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
国
東
・
電
力

▽
1
0
月
2
9
日
（
火
）

○
乍
後
一
時
半
か
ら
四
時
半
ま
で

○
水
梨
・
小
谷

　
　
　
こ
よ
み

■
9
月
の
で
き
ご
と

10目11日～
　　　20日

全国防犯運動

轟訊貞
　
ヤ］
oo

』

30　　　25　24　19　18　13　12　9　　6　 4　　3　　2

日　日日日日日日日日日日日
農
業
委
員
選
挙
告
示

議
会
産
経
委
員
会

水
稲
損
害
評
価
打
合
せ
会

ス
キ
ー
場
宣
伝
協
議
会

選
挙
会

議
会
総
民
委
員
会

議
会
建
設
委
員
会

農
業
祭
打
会
せ
会

農
業
者
年
金
会
議

干
害
査
定

9
月
定
例
議
会
（
2
6
日
ま

で
）農
業
委
員
会
総
会

囚
図
甲
月
－
日
付

▽
総
務
課
付
（
教
育
委
員
会
・
庶

務
係
長
）
　
村
山
　
　
正

▽
教
育
委
員
会
・
総
務
学
事
係
艮

　
（
議
会
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　
佐
藤
明
彦

▽
議
会
事
務
局
（
住
民
課
住
民
係
）

　
　
　
　
　
　
相
沢
秋
男

▽
住
民
課
住
民
係
（
総
務
課
税
務

　
係
）
　
　
　
久
保
田
　
吉
　
弘

編
集
後
記

　
十
月
号
で
広
報
係
を
交
代
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
広
報
係
に
な
っ
て
三
年
半
（
七

十
四
号
か
ら
百
十
六
号
ま
で
）
皆

様
方
に
励
ま
さ
れ
て
、
ど
う
に
か

毎
月
発
行
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

私
の
編
集
は
今
号
で
最
後
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
広
報
に
も
慣
れ
て
、

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
皆
様
の
た
め

に
な
る
広
報
を
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
皆
様
の
ご
期
待

に
そ
え
な
い
ま
ま
終
る
こ
と
が
心

残
り
で
す
．

　
毎
月
心
よ
く
ひ
き
受
け
て
頂
い

た
表
紙
の
モ
デ
ル
さ
ん
方
、
ま
た
、

話
題
提
供
な
ど
ご
協
力
、
ご
指
導

頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
（
佐
藤
）

号月↓彊98許　糊群穫山

第4回駅

∵苧△毒
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